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昭和53年度の新収作品（絵画）について　　　New　acquisitions（Painting）
越宏一　　　　　　　　　 By　Koichi　KosHI
　国立西洋美術館は，昭和53年度に6億1，700万　　　像画は15点内外にすぎない。彼は肖像画を，と
円の購入費をもって，絵画4点および版画2点　　　りわけ後期に手がけたと考えられている。しか
を購入すると共に，本館の要請により文化庁が　　　し本作品（口絵および図1，3，4）は巨匠の初
購入した作品の管理換えにより絵画1点を加え，　　期の作品で，おそらく1430年代前半のものであ
さらに，絵画2点，彫刻1点および版画4点　　　る。飾りのついた黒ずんだ縁無し帽を被り，毛
（版画挿絵入り本1点を含む）の寄贈を受けた。　　皮の縁飾りがある灰色の衣装を纒った若い男が
これらの作品のデータについては，別項の新収　　　両手を胸の前に重ね合わせて左の方に視線を向
作品目録に譲って，ここでは，油彩画作品につ　　　けている姿が描き出されている。本作品は，当
いてのみ簡単に解説したい。　　　　　　　　　　初は多分，彼の妻の肖像と対をなしていたので
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あろう。
ロヒール・ファン・デル・ウェイデン　　　　　　　パネル裏面（図2）には盾形の紋章とイニシ
《ある男の肖像》　　　　　　　　　　　　　　　　アルESが描かれている。　Vicomte　de　Jonghe
1430年代　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d’Ardoyeによれば（Wldenstein＆Co．提供の
　ロヒール・ファン・デル・ウェイデンは，フ　　　資料参照），この紋章はvan　Zuylen家ものであ
アン・エイク兄弟の透徹したリアリズムを受け　　　り，またイニシアルのSは，Stevin　van　Zuylen
継ぎながら，より深い宗教的情感に満ちた独自　　van　Nyeveltを示すものであるという、　Stevinは，
の画風を作り上げた初期ネーデルラント絵画の　　　Jacques　van　Zuylen　van　NyeveltとElsabe　de
巨匠である。15世紀北方で最も大きな影響力を　　　Nyenrode（この両者は1411年に結婚）の長男と
もった画家の一人であった。　　　　　　　　　　して1415年頃ブリュージュに生まれ，Elisabeth
　l400年頃，南ベルギーのトゥルネに生まれ，　　van　Ooyと結婚している（これについては，　P．
同地で修業を積み，1432年に正式の画家として　　　J．H．　Cuypers，　Le　chateau　de　Haar　a　Haarzuy一
登録された。ほどなくしてブリュッセルに移り　　1ens，　Utrecht　1910，　PP．29－30を，また，　Van
住み，1435年には同市の公画家となり，名声を　　Zuylen家およびその紋章については，　F．　Van
確立し・多大の富を享受していたことが知られ　　　Dycke，　Recueil　heraldique．．．　de　familles　nobles
る。フランドルばかりでなく，ドイツにも大き　　et　patriciennes　de　la　ville　et　du　franconat　de
な影響を及ぼし，1450年のイタリア旅行に当っ　　Bruges，　Bruges　l　851，　pp．533－534参照）。絡み
ては，彼の精緻な画風はイタリアの画家たちに　　　合わされたESのEはElisaヒethを示すのであ
とっても少なからぬ刺激となった。　　　　　　　　ろうか（しかし，ESというイニシアルの順序、
　ロヒーノレは大小さまざまの勝れた祭壇画と同　　　つまり女性のイニシアルが先に置かれているの
時に，その鋭い心理洞察によって高貴の人マの　　　は不自然ではなかろうか）。もしこの説が正し
肖像画の傑作を数多くものしたが，現存する肖　　　いなら，そして，ハネルの表と裏が確実に同時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
1Rogier　van　der　Weyden．　Portrait　of　a　Man，1430’s．
　　Tokyo，　The　National　Museuni　of　Wcstcrn　Art
5
2　Reverse　side　of‘“Portrait　of　a　Man”（Fig．1）　　　　　3　Detail　of　Fig．1
代に描かれたものであるならば，ここに表わさ　　　Mertonコレクシ。ンのv開いた本をもつ男の
れた人物は，ネーデルラントの名家van　zuylen　　肖像’，〉（Beenkenによれば1432－35年頃の作。　A．
家のStevinということになるが，この点につ　　　Scharf，　A　Catalogue　of　Pictures　and　Drawings
いては今後の調査研究を待たねばならない。　　　　from　the　Collection　of　Sir　Thomas　Merton，　F．
　この《ある男の肖像》は，長らく英国の　　　R．S．，　London　l950，　p．74f．，　no．　XXXI参照）
Malmesbury伯爵家に秘蔵され，1950年秋，ロ　　　よりもおそらく早い，ロヒール最初期の作品の
ンドンのChristiesのオークションに現われる　　　一つであるとしている。理知的で意志堅固な
まで，その存在が知られていなかったものであ　　　モデルの性格を余すところなく表現している
るが，M・J・Friedlander（1950年11月24日付の　　　Mertonコレクションの肖像画に対して，デリ
実見による鑑定書）およびH・Beenken（1951　　ケートな感情を秘めたモデルの性格がみごとに
年の『ロヒール・ファン・デル・ウェイデン』），　　描き出された本作品では，モデルの口がわずか
さらに近年ではM・Davies（1972年の『ロビー　　　に開かれている点が注目されよう。
ル・ファン・デル・ウェイデン』）により，ロヒ　　　　保存状態については，ミュンヘンのDoerner．
一 ノレ’ファン’デル・ウェイデンの真作と認め　　　InstitutのH．　F．　von　Sonnenburg所長も指摘し
られた作品である・H・Beenkenは本作品を実　　　ているように（1978年11月15日付の山田智三郎
見していないが・彼およびM・Daviesはロヒー　　　館長宛書簡），顔面，とくに鼻の下の部分は修
ノレ初期の作品と推定し，後者は，故Sir　Thomas　　復家が洗い過ぎた嫌いがあるものの，後代の大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
4　Detail　of　Fig．1
幅な補筆はないと思われる。　　　　　　　　　　ば，本図を含むロヒールの初期様式の解明は極
　なお，アトリビューションの問題については，　　めて一方的なものとならざるを得ないであろう。
E．Panofsky（1966年のア初J期ネーデルラント絵
画』）は本作品が「もし（ロヒールの）真筆であ
れば」、Mertonコレクションの肖像画と同時期
のものであろうと推定しながらも，この説は
「写真から判断する限り」必ずしも説得力ある
ものではないと述べており，また，近年では，
P．H．　Schabacker（1972年）およびJ．　Bruyn
（1974年）が共にM．Daviesの上記モノグラフ
ィー（1972年）に対する、｛｝評の中で，本作品を
ロヒールの作とすることに疑いを挾んでいるn
　これらの批判はロヒールの師を，彼が30歳近
くになって漸く入門したロベルト・カンピンー
人に絞ろうとすることに山来するものと思われ
る。しかしそれ以前の彼の画歴，殊にヤン・フ
ァン・エイクの芸術との関係，を考慮しなけれ
7
へ一テル・パウル・ルーベンス　　　　　　　　者は「161315年頃のノレーベンスの真作が示す
《ソドムを・去るロトとその家族》　　　　　　　　　すべての要素を持っている」と述べている（彼
1615－20年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　らは本作品を実見していないので，これについ
　『創世記』第19章の「ロトの物語」に取材し　　ては触れていない）。なお，Ringling作品の年
たこの大作（169．5×198．5　cm；図5）は，17　ill：　　代については，　R．01denburg（P．　P．　Rubens，
紀フランドル美術を代表するバロック絵画の巨　　　Des　Meisters　Gemalde，　Stuttgart　und　Berlin
匠ノレーベンスの中期，おそらく，アトリエの助　　　1921，S．105）およびW．　R．　Valentiner（Rubens’
手たちを使って大規模な制作活動を展開してい　　　Paintings　in　America，　The　Art（〕uarter！y，　vol．
た時期の代表的作品のひとつである。イスラエ　　　IX，1946，　no．57，　P．159）は161516年，また，
ノレの族長アブラハムの甥ロトが二人の天使に促　　　R．Avermaete（Rubens　und　seine　Zeit，　Genf
されて，家族と共に，罪多い町ソドムから逃れ　　　1977，Farbtafel）は，　Goris＆Held同様，1613一
る場面が画面一杯に活写されている。右手の家　　　15年の制作としているn
財道具を運ぶ2人の若い女性はロトの娘たち，　　　　本作品は，1965年にブリュッセルで開催され
そして，先導する天使とロトの間にいる老女は　　　た『ルーベンスのiii：紀』展に出陳された。その
彼の妻である。空には暗雲が立ち籠め，稲妻が　 展覧会カタログのilrでL．　van　Puyveldeは，本
走っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　作品は他の2点のアメリヵ所在作品よりもすぐ
　本作品のほかに，ルーベンス（またはそのア　　　れたものであり，1620年頃のルーベンス作品と
トリエ）に帰される同構図作品が2点，アメリ　　　述べているが，しかし他の2点同様，本作品に
カの美術館に所蔵されている。すなわち，ロン　　　もアトリエの助手の手が加わっていることは否
ドンのCharles　Butlerコレクシ・ン旧蔵で，現　　　定できないであろう。ところで，本作品を他の
在はSarasota（Florida）のJohn　and　Mable　　　2点のヴァリアントと比較してみると，他には
Ringling　Museum　of　Art所蔵の作品（220．4×　　　欠けているディテールが見られる。例えば，画
246cm；図6），および，　S．　Del　Monteコレ　　面左上の稲妻，左下の一群の草，右から2人目
クシ・ン旧蔵で，現在，Miami　BeachのBass　　のブロンドの娘の足が衣服の下に透けて見える
Museum　of　Art所蔵の作品（図7）の2点であ　　　モティーフなどである．なお，本作品の制作年
る・このうち，Del　Monte／Bass作品について　　　代については，　H．　G．　Evers（1968年）が1615年
G・GIUck（1928年）は，　Butler・／Ringling作品よ　　　頃，　L　van　Puyvelde（1965イ1三）およびP．　Ca一
りもfl：上げが良いと述べているものの，本図に　　　banne（1967年）が1620年頃と推定している。本
は及ばないと指摘している．これに対して、J．　　作品をはじめとする3点の「ソドムを逃れるロ
A．Goris＆J．　S．　Held（1947年）は，　Bass作品を　　　トとその家族」の構図そのものの成立について
「明らかにRingling作品よりも劣る」とし，後　　　は，　J．　A．　Goris＆J．　S．　Held（1947年）が1613一
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7　Peter　Paul　Rubens（and
　　Studio）．　The　Flight　of
　　L．．ot　and　His　Family　from
　　Sodom．　Miami　Beach
　　Florida，　　The　　Bass
　　Museum　of　Art，　from
　　the　collection　of　John，！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓　　and　Johanna　Bass
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8　　Lucas　Vorsterman，　after
　　Rubens．　The　Flight　of
，
Lot　and　His　Family　from
c．1617／18．　　　　　　　　　　　　　　．
11
10　Anonymous　Engraver，
　　Family　from　Sodom．
　　Engraving．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t．　　▽
The　Fight　of　Lot　and　　　∵s）劔川　い　’ぺ▽唱”t』　　馳　　　　　　　：‘∵　　　”幟‘＼川ヘバ　；‘i°川…
Hi・Familyf・・mS・d・n・．　ドドt’“　』　．：噛∵ご’・’，’罷，，鷲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1886，vol．1，　P．122－123）が1617年頃をそれぞ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ考えている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ところでルーヴル美術館デッサン宝（no．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20314）には，本作品と同じ構図の素描（図8）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が所蔵されており，H．　Vey（Die　Zeichnungen
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Anton　van　Dycks，　BrUssel　l962，　Nr．161）はヴ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ァン・ダィクの手になるものと推定したが，し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ように，この素描はLucas　Vorstermanが描い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たものであろう。すなわち，この素描はL．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Vorstermanが1617／18年頃に制作したエング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レーヴィング（図9）のド絵と考えられる（M．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Robels，　in：Peter　Paul　Rubens，　Katalog　II，　K61n
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dedicavitque：Rubens’Beschaftigung　mit　der
L≡＿＿．一　　㌫＝瓢；d！∴9㌃1．；竺L裟
12
12　Peter　Paul　Rubens．　The　Flight　o「Lot　and　His　Family　fr－om　Sodom，　1625．
　　Paris，　Mus6e　du　Louvre
（Musee　du　Louvre．　Inventaire　G6n6ral　des　　　らである（これについては・J・Q・van　Regte「en
Dessins　des　Ecoles　du　Nord，　Tome　II，　Paris　　Altena，　The　Origin　of　a　Motiv　in　Rembrandピs
1949，no．1126）に従えば，ルーヴルの素描は　　　Work，　Masrer　Drawings・vol・5・no・4・1967・
Ringling作品にもとついて制作されたものであ　　　PP．375　ff・参照）・なお，　R・Walkerは，1884年の
り，一方、L．　van　Puyvelde（1965年）によれば，　　Gazette　des　Beaux－Arts誌に載った，　P・Mantz
ル＿ペンス派のf’になるRingling　f乍品がL　　　執筆のルーベンスの生涯についての論文の挿絵
Vorstermanのエングレーヴィングのド絵であ　　　として，ここで問題となっているルーベンス構
ったという一いずれにしても，LVorsterman　　　図の／i・’y．分のみを版画fヒしている（図ll）。
のエングレーヴィンクは，とりわけルーベンス　　　　ルーベンスは本作品以後，ルーヴル美術館に
のアトリエの画家たちによる同一｝三題作品に直接　　ある板絵（75×119cm；図12）が示すように，
影響を及ぼした（例えばJ．B．　Lamb・ech・・のf　・　1625｛1・に，「ソドムを去る・トとその家族・の
品）のみならず，間接的にはレンブラントにも　　　主題を再びとりあげている。しかし，ルーヴル
インスヒレーションを与’えた、レンブラントは，　　の作品では，本作品をはじめとする上記3作品
L．Vorstermanの版画を逆向きにした無名版画　　　の構図が大幅に変更され，後者のもつ緊密でモ
家のエングレーヴィーグ（図10）にもとずく素　　　ニュメンタルなグルーピングはもはや見られな
描（London，　British　Museum）を残しているか　　　い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13
　ルーベンスは，ヴェネツィア派のティツィア　　　　　　tT　　　　　　＾
一 ノのあとをうけて，近世ヨーロッパの光と色　　　豪・　一
彩による油彩技法を完成した大画家である。18　　－　tt　灘ぎ
世紀以来Malmesbury伯爵の所蔵であった本作
品（図14）は，昭和47年度に当館が購入した
《眠る2人の子供》（1612－13年頃）同様，巨匠の
生彩ある油彩技法が十二分に発揮されている作
期の習作であるのに対して，本作品は53歳頃の
習作，おそらくタピスリーのための一ド絵であり，
1司じルーベンスの手になる《正義》（図13）と
対をなす。タピスリーのための下絵という可能
性は，とりわけ，若い女性の姿で表わされた
「正義」が左手に剣をもっていること（つまり，
完成作のタピスリーでは逆になる）で示されよ
う。なお，両習作共，1977年にアントワープで
開催されたルーベンス生誕400年を記念する展　　　13Peter　Paul　Rubens．　Justice，　c．1630．
覧会に選ばれて出陳された。　　　　　　　　　　　　B「ussels’A「temis’　S’A’
　画面中央の若い女性は「豊穣」を表わし，彼
　　　　　　　　　つの女の膝には「豊穣の角」が抱かれている。角か
らこぼれ落ちる果実は，人間に対する自然の恵
みを象徴する。それを拾い集めているのは2人
の竜児である。女性の足下の財布は，自然の豊
かさに対する物質的な富を表現しているのであ
ろうn
　制作年代については，B．　Nicolson（1957年）
か1630年代のはじめ，M．　Jaffe（1965年）が1630
年頃と推定している。
14
14　Peter　Paul　Rubens．　Abundance（Abundantia），　c．1630．
　　　Tokyo，　The　National　Museum　of　Western　Art
15
16
パルトロメオ・モンターニャ
《城の見える風景》
15世紀末一16世紀初頭
　本作品（図15）はもとウィーンのリヒテンシ
ュタイン・コレクションにあったもので，1500
年前後に描かれた、イタリアにおける純粋な風
景画の非常に早い作例といえる。ささくれ立っ
たような岩肌の岩山を背にして，水辺の風景が
画面手前を占め，その向う左手は教会堂や家の
建ち並ぶ静かな町の光景となり，そこから蛇行
する道を登り詰めると遠く中央に聾える城に達
するという，モティーフ豊かな変化に富んだ風
景画である．当時としては，このような純粋な
風景画はきわめてまれであり，また）鴨や右上
の城が断ち切れたようになっているので，何か
の絵の一・部でなかったかとも考えられる。
　作者に関しては諸説あり，B．　Berenson（1909
年，1932年，1938年，1963年）はフィレンツェ
派のPiero　di　Cosimoとし，　R．　Offnerはヴェネ
ツィア派のVittore　Carpaccio，また，　M．　Bacci
（1966年）はヴェネト地方の画家にそれぞれ帰
しているが，最近ではE，Fahyがモンターニャ
説を出し（口頭による），有力となっている。
　バルトロメオ・モンターニャの正確な生地
生年は分らないが，北イタリアのOrzinuovi
（Brescia近郊）に1450年生まれたとする意見も
ある。おそらくVicenzaでfl多業し，1469年から
1474年にかけて，および1482年のヴェネツィア
滞在中には，Bellini芸術やAntonello　da　Mes．
sinaなどの影響を受けた。　Vicenzaの指導的画
家であった。
・・宙s呈已一
15　Bartolomeo　Montagna．　Landscape　with　Castles，　c．｜500．
　　　Tokyo，　The　National　Museum　of　Western　Art
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ホール・セザンヌ
《ジャ・ド・ブッファンの眺め）1
1883－85年
　ジャ・ド・ブッファンは，セザンヌの父が
1859年に購入した広大な屋敷の名称である。エ
クスの市街の西方約2kmのところにあり，農
場と18世紀に建てられた美しい館があった。セ
ザンヌは1859年から60年頃にこの建物の中の父
の書斎や客間の壁面装飾を行っている。1899年
にジャ・ド・ブッファンは売却されたが，この
ことでセザンヌは精神的に痛手を蒙ったらしい。
　1880年代初頭から，セザンヌはエクスで過す
ことが多くなり，1882年以降の作品には，ジ
ャ・ド・ブッファンの館や，マロニエの並木，
用水池，農場，屋敷の周囲の塀などがしばしば
描かれるようになる。本作品（図16）は，屋敷
の裏手の出口の辺りを描いたもので，制作時期
は，Mineapolis　Art　Instituteの《ジャ・ド・ブ
ッファンのマロニエの並木》と同じ頃であろう
と考えられる。
（この項，渡辺康子執筆）
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ヒエールーオーギュスト・ノレノワール　　　　　　　が父ルノワール」粟津則雄訳，1964年）に詳し
くtバラをつけた女“　　　　　　　　　　　　　　　く，その中にはルノワールが「何枚か彼女の肖
1919年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　像を描いた」とも書かれている（邦訳，P．349）。
　本作品（図17）は，ルノワールの死の年，　　　　なお，本作品は梅原龍三郎画伯よりご寄贈い
1919年の作と思われる。病におかされながら麻　　　ただいたものである。
痺した手によって描き続けたルノワール最晩年
期の作品は，震えるタッチ，明確な輪郭線が消　　　（この項，有川治男執筆）
滅し背景と人物が一体となっていること，一層
豊かに散りばめられた色彩を特徴とするが，こ
の作品はそれらの諸点を典型的に示している。
また，カンヴァスの布目がはっきり見える薄塗
りと盛りE：げた絵具との対比融合も最晩年の特
徴である。全体に溶け合った色彩の中で，女の
顔や手には白いハイライトが施され，ルノワー
ルが生涯追求し続けた豊満な女体の量感を表わ
している。似たような主題を扱ったGalerie　du
Jeu　de　Paume，　Paris所蔵の《ばらを持つ女tt
（1913年）の大きな色面による構成と較べてみ
れば，ルノワール最晩年期の傾向は一層はっき
りするであろう。
　本作品は，ルノワールの死に際し，手元に残
されていた多くの作品のうちの一点で，右下に
は‘’Renoir”というアトリエ印が押されている。
モデルはルネという女性であったことが伝えら
れている（作品裏のラベルおよび1977年のシ
ュミット画廊の展覧会カタログは，本作品を
“Ren6eala　rose’「と題している）。ルノワール
が晩年に親しく付合っていたリヴィェール家の
次女ルネ（セザンヌの息rと結婚した）のこと
であると思われる。ルネ・リヴィエールについ
ては，Jean　Renoirの回想記（1962年，邦訳『わ
20
17　Pierre－Auguste　Renoir．　Woman　with　Rose、1919．
　　　Tokyo　National　Museし1m　of　Westcm　Art
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パブロ・ピカソ　　　　　　　　　　　　　　　　は，先行のデッサン（前掲書pls．270，271）を
《横たわる女》　　　　　　　　　　　　　　　　　参照すれば，腎部と背部または胴側部の結合で
1960年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あることがわかる。この油彩画は連作中最も完
　ピカソは1960年の4月12日から20日にかけて，　　成度の高い作品であるが，しかし，これを一連
「横たわる裸婦」を題材に，数10枚のデッサンと　　　の造形的探究から導き出された結論と見るべき
10点ほどの油彩画による連作を行った（Chris一　　ではなく，連作全体をひとつの行程としてとら
tian　Zervos，　Pablo　Picasso，　voL　I　9，　Guvres　de　　えるべきであろう。
1959a1961，Paris，1968，　pp．74－87）。この連作　　　　このようなオブジェの解体とそれによる新し
は，4月12日の日付のあるデッサンにdessin　　いイマージュの創造は，1907年から1921年ごろ
fait（et　mal　fait）d’apres　le　tableau（タブローを　　　に至るキュビスム時代の訓練によって培われた
写した〈しかも拙く写した〉デッサン）と記入　　　ものであることは，いうまでもない。キュビス
されていることから，同日作の浜辺で日光浴を　　　ム以後のピカソの変貌は実にめまぐるしく，そ
する女を描いた油彩画（前掲書P．75）が出発　　　れに何らかの論理をあてはめて理解することは
点となったことが知られる。興味深いのは，こ　　　困難だが，そこには反写実の精神が貫かれてい
の油彩画ではセパレートの水着を付けた女性の　　　ることは理解できる。彼はキュビスムによって
体が，頭部と胸，腹部，腎部，両腕，両脚の7　　　「目に見える現実」に忠実に描くことをやめ，
部分に解体されて，敷物の上にパラパラに置か　　　現実を概念化（しかも極めて絵画的に）したも
れていることである。連作中後続の作品では，　　　のから新たなイマージュ，新たなフォルムを創
女は多くの場合寝台に横たわっているか椅子に　　　造することを学び，20世紀の造形芸術にそれを
寝そべっているかであるが，一・貫しているのは　　　強いたのであった。
この「パラパラ事件」もどきの解体で，ピカソ　　　　この連作が開始された1960年4月12日のデッ
は上記の各部をさまざまにおきかえたり，自由　　　サンの一枚には，前述の浜辺の浴女の油彩画の
に再構成して新たな人像をつくりあげたりして　　　描写と，足を洗う裸婦の図が一緒に描かれてい
いる。梅原龍三郎画伯より国立西洋美術館に寄　　　る。これは，画家が同年の1月に行ったレンブ
贈されたこの油彩画（図18）は，同連作中4月　　　ラントの《浴後のバテシバ》（1654年，Louvre，
18日に描かれたもので，一見モデルを前にして　　　Paris所蔵）による連作（前掲書pp．30－36）か
の自由な表現にも見えるが，よく観察すれば上　　　ら派生したものである。また彼は，この年の2
記の解体，再構成の一例であることが理解され　　　月から翌年にかけてマネの《草上の昼食》（1868
よう。各部分には巧みに画面上のバランスが保　　　年，Louvre，　Paris所蔵）による長大な連作をし
たれているが，胸部と腹部の関係や左腕の位置　　　ている。この「横たわ裸婦」の連作は，そうし
は解剖学的には全く不合理である。腹部には膀　　　た過程における裸婦像の造形的探究と密接に関
を表わす点があり，下腹部はデルタ状に黒く塗　　　連するものである。
られている。その下腹部の突起部の先に接する
点は肛門を表わし，それを有する洋梨形の部分　　　（この項，八重樫春樹執筆）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22
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新収作品目録　　　　　　　　　　　　　　　このll録は・「国）L酒1羊※術館年報N°’12」に収載分以後’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和53年4月から昭和54年3月までに’tl館rn：で購入した作
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　品，寄贈作品および管理換作品を含む・作品．番号のPは絵画、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gは版［Ilf｜，　Sは彫刻を示す。大きさの表示は縦×横（彫刻の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場合は縦×横×．1粕Dの順であるc、
購入作品　6点
モンターニャ，バルトロメオ　　　　　　　　　　　　P・1978－3
1450年頃一ヴィチェンツァ1532年　　　　　　　　　城の見える風景
MONTAGNA，　Bartolomeo　　　　　　　　　　　15iH：紀末一16111：紀初頭
c．1450－Vicenza　1523　　　　　　　　　　　　　　　　　　　油彩　　板（pJ形）　　1白：径139．7cm
来歴：ウィーン，リヒ．テンシュタイン・コレクション
（1882年ヨーハン公がイタリアで購入）；ニューヨー
ク，ウィルデンスタイン1画廊
展覧会歴：ごアルトリティス・ファウンデーションの
ための展覧会』，ニューヨーク，ウィルデンスタイン
画廊，1968年
文献：B．Berenson，　The　Flo　renti〃e　painters　of　the
Renai：∬ance，　New　York／London，1909，　p．166（attrib－
uted　to　Piero　di　Cosimo）；A．　Kronfeld，　Ft？hrer　durch
die∫泣r∫1／↓c／1」Lie‘・／l　tellstei’ls‘・he　Gθ’ndldesalerie仇Wie’1，
1931（3rd　ed．），　P．165．　no．844（as　anonymous）二R．
Van　Marle，　T／ie　develoρment　of　t／le∬taZia〃s‘・hools（of
painting，　XIII，　Den　Haag，1931，p．380，　note　3（attrib－
uted　to　Piero　di　Cosimo）；B．　Berenson，1talia’1　pictures
Ofthe　Re〃ai∬a’lee，　Oxford，1932，　p．455，　M　ilano，1936，
p．390（attributed　to　Piero　di　Cosimo）；B．　Berenson，
T／ie　diu“’ingsρ／”the　Flore’ltine　pai〃ters，　H　I（catalogue），
Chicago，　1938，　cited　in　p．258，　under　no．1858　（at－
tributed　to　Piero　di　Cosimo）；B．　Berenson，　Italian
pictures　of　the　Re’πai∬a〃（・e：F／orentine　s（・ノioo1，　London，
1963，1．，p．177（attributed　to　Piero　di　Cosimo）；M．
Bacci，Piero　di　Cosimo，　M　ilanoJ966，　p．124（attributed
to　a　painter　from　the　Veneto）；‘‘Without　benefit　of
labels”，．4rt　Neu，s，　Dec．1968，　p．58，fig．4，　p．34；Oazette
des　Beau．y－Arts，　Ser．6，　tome　93，　Apr．1979，’‘Chro－
nique　des　Arts”，　p．67，　no．337，　repr．；『国立西洋．美
術館総目録一絵画篇一』，東京，1979（The　Natioiial
Muset〃71（of〃セ5rε〃i　A　rt，　Tok．vo，　Cata／ogtie　ofPainti’lgs，
1979，pp，150－151，cat．　no．199，　fig．199．
昭和53年度購入
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NEw　AcQuISITI・Ns　　　　㌃；；．su㍗竺蒜゜㍑三。謬蕊！1蒜、認謡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　transferred　from　the　biginning　of　April，1978　to　the　end　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　March，1979．　The　number　before　each　work　indicates
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　our　inventory　number．　Pis　for　painting，　G　for　print　and
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sfor　sculpture．　Dimentions　are　glven　m　centlmeters
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（height　followed　by　width，　height　followed　by　width　and
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　depth　for　sculpture）．
PURCHASES
P・1978－3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼冶×’／』≦シ，．
LANDSCAPE　WITH　CASTLES
End　of　the　15th　century－early　16th　century
Oil　on　panel（tondo）　139．7　cm（diameter）
PRovENANcE．：Liechtenstein　Collection，　Wicn（pur－
chased　by　Prince　Johann　in　Italy　in　l882）；Wi1－
denstein，　New　York．
EXHIBITION．：Benefi’t　ev／iibition　for　Arthriti．s’FOi’da－
tion，　Wildenstein，　New　York，　Oct．1968（no　cata－
logue）．
BIBLIoGRAPHY．：　See　Japanese　text．
Purchased，1978．
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セザンヌ，ホール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P・1978－5
エクス’アン’プロヴァンス1839年一エクス・アン・　　ジャ・ト・ブッファンの眺め
㍗ヴ・ンス19°6年　　　　　　　1883－85年
CEZANNE・Paul　　　　　　　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　　60．3×73　cm
Aix－en－Provence　1839－Aix－en－Provence　1906
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来歴：パリ，ポール・ローゼンベルク；ルツェルン，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ローゼンガルト；ニューヨーク，E．V．ソウ画廊
文献：L．Venturi，　Ctizanne：　son　art，　sonαeuvre，　Paris，
1936，voL　I，　p．154，　no．414，　fig．414；A．　Gatto＆S．
Orienti，　L’opera　eompleta　di　Ctizanne，　Milano，1970，
p．103，no．378，　fig．378；『国立西洋美術館総目録一絵
画篇一」，東京，1979（Tlie　Nationa1　Museu〃1　of　West－
ern　A　rt，　Tokyo，　Catalogue　Of　Paintings，1979），　P．25，
cat．　no．37，　fig．37．
昭和53年度購入
ルーベンス，ペーテル・パウル　　　　　　　　　　　　P・1978－6
ジーゲン1577年一アントワープ1640年　　　　　　　　ソドムを去るロトとその家族
RUBENS，　Peter　Paul　　　　　　　　　　　　　　　1615－20年頃
Siegen　1577－Antwerpen　1640　　　　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　　169．5×198．5cm
来歴：ロンドン，ルウィス・アンド・サン；ロンドン，
クリスティーズ売立て，1937年7月29日，lot　no．80；
ミュンヘン，E．リュペルト（ヴュルツブルク大学，マ
ルティン・フォン・ヴァーグナー美術館に長期間寄託）
展覧会歴：『ルーベンス展』，フートスティッケル画廊，
アムステルダム，1933年，cat．　no．1；『ルーベンスの世
紀』，ブリュッセル王立美術館，1965年，cat，　no．181；
『個人コレクシ。ンからの世界美術』，クンストハレ，
ケルン，1968年，cat，　no．　F29，　fig．16．
文献：J．Smith，　A　catalogue　raiso〃〃ti（of　the　works　of
’乃θ’η・∫’醐ηαπDuteh，　Flemish　a〃d　Freneh　painters，
voL　V，　London，1834，　no．829；G．　GIUck，　in　Thieme－
Becker－Ktins〃θ〃exiko〃，　Bd．　XXIX，1935，　p．142；F，
van　den　Wijngaert，1〃ve〃taris　der　Rube〃iaansche　prent－
kunst，　Antwerpen，1940，　no．708；J．　A．　Goris＆J．　S．
Held，　Rttbens∫〃Ameriぐcl，　Antwerpen，1947，　no．36；
H．Gerson，“Das　Jahrhundert　von　Rubens今吟，　Ku〃ぷr．
chro〃ikコ9．　Jg．，1966，　pp．58，61；P．　Cabanne，、尺ube〃s，
London，1967，　p．186；H．　G．　Evers，　in　Ki〃dlers
ルlalerei－Lexiko〃，　Bd．　V，1968，　p．163，　coL　repr．；H．
Ragaller，ル1artin－vo〃－Wa8〃er一ル1uset〃ηder　Universitdit
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P・1978－5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．鵡灘、，，・
TOWA．RD　THE　EXIT　OF　JAS　DE
BOUFFAN
Oil　on　canvas　60．3×73　cm
PRovENANcE：　Paul　Rosenberg，　Paris；Rosengart
Luzern　；E．V．　Thaw，　New　York．
Bibl．：　See　Japanese　text．
Purchased，1978，
P・1978－6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．＿、，
THE　FLIGHT　OF　LOT　AND田S　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　．　、・・
FAMILY　FROM　SODOM
c．1615－20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．’』』　、　．　　　　　　　1　　る　　　　㌃　　　．．，1　ぺ．
Oit　on　canvas　169．5×198．5　cm　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　’　・P’　　　　　　　／1　・
PRovENANcE：Lewls＆Son，　London；Auc．　Chrlsue　s、　　　　　　∴裟　ザ　　　　　　　　　　　　嚇　　　，・
L・nd・・，29．7．1937コ・…．8・・ELUbb…，MUnch・n　膓亘睾竃・　　。：騨
（long－term　loan　to　the　Martln－von－Wagner－Museum　　　　該・1　　．．　i　　　　　　　　鴛．醤1憲、
d・・U・iversi・at　WU・zb・・g）・　　　　　　　　蕊．．・　　　罐篤バ　・
ExHIBmoN：　R〃be〃∫－te刀roo〃ste〃〃～g、　Kunsthandel　J．　　　　　　　　纏
G・ud・tikk・・，　Am・t・・d・m，1933，・at．・・．1；L・・∫～・・1・　　　，　　　　　「　璽
de　Rube〃s，　Mus6e　Royaux　des　Beaux－Artsde　Belgique，　　　　　　　ぽ1　　　　　　華　　　　　』v
B・usse1，1965，・at・n・・181・・ep・・：れ11ん刷・・’・　．濠維‘
P〃va功θ5∫1z　（Ausstellung　der　K61ner　Museen），　　　tstl　；
Kunsthalle，　K61n，1968，　cat．　no．　F29、　fig．16．　　　　　　　　　　　ぶ　　・　　　　　　　　　．「「珍　．
BlBLIoGRAPHY：　See　Japanese　text．
Purchased，1978．
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Wdirzburg，　Neuere　Abteiluns：Ver2ei‘・んr∫∫伽Ge〃idilde
und　Skuipture’1，　WUrzburg，1969，　p，45；R．　Liess，　Z）ie
Kunst　des　Rubens，　Braunschweig，1977，　p，355．；『国
立西洋美術館総目録’一絵画篇一』，東京，1979（The
／Vo”o〃a1ルIuseu〃10f〃夕∫1er〃、4〃，7万んγo，　Catalog・ue
of　Paintings，1979），　p．195，　cat．　n　o．252，　fig．252；E．
Hubala，　L‘Figurenerfindung　und　Bildform　bei　Rubens，
Beitrage　zum　Thema：Rubens　als　Erzahler”，　in　Rubens，
Kunstgeschieht／iehe　Beitrdige（ed．　E，　H　ubala），　Kon－
stanz，1979，　pp．176－178，　p．274，　Abb．69．
昭和53年度購入
ウェイデン，　ロヒール・ファン・デル　　　　　　　　　　　　　P・1978－7
トゥルネ1399／40年一一ブリュッセル1464年　　　　　　ある男の肖像
WEYDEN・Rogier　van　der　　　　　　　　　　l430年代
Tournai　l　399／1400－Brussels　I464　　　　　　　　　　油彩　板　　33×2L5cm
裏面に盾形の紋章およびEとSのイニシアル
米歴：クライストチャーチ（ハンツ），ハント・コー
ト，マームズベリー伯爵；ロンドン，クリスティーズ
売立て，1950年ll月3日，　lotno．14；英国，個人蔵；
ニューヨーク，ウィルデンスタイン画廊
文献・1〃ustrateJ／　L・’1do〃Ne・tls，　v・1．・CCXVII，18．11．
1950，repr．　p．826；Bricoleur，‘‘Sale　room　notes＆
prices∴、4po〃‘，，　vo1．　LII，　Dec．1950，　p．189，　fig．1；H．
Beenken，　Ro8iet’van　der　Weyden，　MUnchen，1951，p．
106，fig・114；E．　Panofsky，　Ear！y　Netherla〃dish　pai〃t－
i’18．’1ts　origin　a〃d　character，　vo1．1，　Cambridge（Mass．），
1966，p．478，　note　292（5）；M．　Davies，　Rogier　van　der
Weyden：　An　e∬ay・with　a　crit↓ca1・cata1・9〃ρ吻α∫〃tings
a∬igned’o　hi〃1　and’o　Robert　Ca〃lpi〃，　London，1972，
p．231，pls．101，102；P．　H．　Schabacker，“Review　of
M．Davies’Rogier　van　der　Weyden”，　Art（］uarter！y，
voL　XXXV，　no．4，1972，　p．424；J．　Bruyn，“A　new
monograph　on　Rogier“，　The、Burli，〃gto〃ルtaSazi〃e，　vo1．
CXVI，　Sep．1974，　p．541；『国立西洋美術館総目録一
絵画篇一一』，東京，1979（The　Nationa1　Museu〃10f
Western・4〃，　Tokコノo，　Catalogue　of　Pai〃ti〃gs，1979），　P．
215，cat．　no．272，　fig．272，272　bis；（］azette　des　Beaux＿
Arts，　XCV，　March　1980，　p．62，　no．326，　fig．326．
昭和53年度購入
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P・1978－7
PORTRAIT　OF　A　MAN
1430’s
Oil　on　panel　33×2L5　cm
On　the　back　of　the　pane1：the　coat　of　arms　and　the
entwined　initials　E　and　S．
PRovENANcE：Earl　of　Malmesbury，　Hunt　Court、
Christchurch　（Hants）；　Auct．　Christie’s，　London，
Nov．3，1950，　lot．14；Private　collection，　England二
Wildenstein，　New　York．
BIBLIoGRAPHY：　See』aPanese　text．
Purchased，1978．
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ブレタン，ロトルフ　　　　　　　　　　　　　G・1978－5
モンルレ1822年一セーヴル1885年　　　　　　　　　急流
BRESDIN，　Rodolphe　　　　　　　　　　　　　　　1884年
Montrelais　l822－S6vres　l　885　　　　　　　　　　　　リトグラフ　　37．5×31．lcm
昭和53年度購入
ルオージョルジュ　　　　　　　　　　　　　G・1978－6
パリ1871年一パリ1958年　　　　　　　　　　　　　　連作「ミゼレーレ」中の一点
ROUAULT，　Georges　　　　　　　　　　　　　　　　1922－－27年
Paris　1871－Paris　1958　　　　　　　　　　　　　　　　　アクアティント　　58×4L7cm
昭和53年度購入
寄贈作品　7点
ピカソ，パブロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P・1978－1
マラガ1881年一ムージャン1973年　　　　　　　　横たわる女
PICASSO・Pablo　　　　　　　　　　　’　　　　　　1960年
Malaga　1881－　Mougins　1973　　　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　　60×73．2cm
左ヒに署名：f）i（’asso　　カンヴァス裏に年記：18．4．
60．HI
文献：Christian　Zervos，　Pablo　Pi（’ct∬o，　vo1．　XIX，　Edト
tions　Cahiers　d’Art，　Paris，1968，　no．275，　pl．　p．85；
『国立西洋美術館総目録一絵画篇一』，東京，1979（The
Nationa1ルlusettni　of　Western　Art，　Tokyo，　CatalOgtie
of　Paintings，1979）P．163，　cat．　no．212，　fig．212．
昭和53年度　梅原龍三郎氏より寄贈
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G・1978－5
．RAPID　STREAM
1884
Lithograph　37．5×31．lcm
Purchased，1978．
G・1978－6
ALEAF　OF　THE　SERIES“MISERERE「“
1922－27
Acquatint　58×41．7　cm
Purchased，1978．
GIFTS
P・1978－l
RECLINING　WOMANl960
0il　on　canvas　60×73．2　cm
Signed　above　left：　Picasso　　Dated　on　the　rc、’erse
side　of　canvas：　18．4．60．　III
BIBLIoGRAPHY：　See　Japanese　text．
Presented　by　Mr．　Ryuzaburo　Umehara．1978，
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ルノワール，ヒエールーオーギュスト　　　　　　　　　P・1978－2
リモージュ1841年一カーニュ1919年　　　　　　　　パラをつけた女
RENOIR，　Pierre－Auguste　　　　　　　　　　　　　1919年
Limoge　l　841－Cagnes　l　919　　　　　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　　52．4×46．4　cm
右ドにアトリェ印：Renoir
展覧会歴：『ある愛好家の選択』，パリ，シュミット画
腐；，　1977く｝三，　cat．　no．68
文献：Bernheim－Jeune，　L’atelier　de　Renoir，　Paris，
1931，tome　II，　no．711，pl．225；『国立西洋美術館総目
録一絵画篇一』，東京、1979（Tlie　National　Museu〃1
0f　Western、4　rt，　Tokyo，　Catalogue　of　Paintings，1979）
PP．183－184，　cat．　no．240，　fig．240．
昭和53年度　梅原龍三郎氏より寄贈
ゲラシモフ　　　　　　　　　　　　　　　G・1978－l
GERASIMOV　　　　　　　　　　　　　　　　　街
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リノカット　　39×58cm
昭和53年度　山田智三郎氏より寄贈
ロベッタ，クリストーファノ　　　　　　　　　　G・1978－2
フィレンツェ1462年一1522年以降　　　　　　　　　　マギの礼拝
ROBETTA，　Cristofano　　　　　　　　　　　　　　　　　16世紀初頭
Firenze　l　462－after　1522　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング　　30×28．2cm
昭和53年度　国立西洋美術館協力会より寄贈
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P・1978－2
WOMAN　WITH　ROSE
1919
0il　on　canvas　52．4×46．4　cm
Atetier　stamp　lower　right：、R（・〃oil’
ExHIBITIoN：　C／’‘）ix　d‘”〃a〃lateur，　Galerie　Schmit，
Paris，1977，　cat．　no．68．
BIBLIoGRAPHY：　See　Japanese　text．
Presented　by　Mr．　Ryuzaburo　Umehara、1978．
G　．　1978－1
CITY
Linocut　39×58　cm
Presented　by　Dr．　Chisaburoh　F．　Yamada，1978．
G・1978－2
THE　ADORATION　OF　THE　MAGI
Early　16th　century
Engraving　30×28．2　cm
Presented　by　The　Kyoryoku－kai－society　of　the
National　Museum　of　Western　An，1978．
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シャカール，マルク　　　　　　　　　　　　　G・1978－3
ヴィテブスク1887年一一一　　　　　　　　　　　　　　シェークスヒア作「テンペスト」
CHAGALL，　Marc　　　　　　　　　　　　　　　　l975年
Witebsk　1887一　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ挿絵49図入りの本　　46×36×8cm
昭和53年度　国立西洋美術館協力会より寄贈
レンブラント・ハルメンスゾーン・ファン・レイン　　G・1978－4
レイデン1605年一アムステルダム1669年　　　　　　　聖母の死
REMBRANDT　Harmensz．　van　Rijn　　　　　　　l639年
Leyden　l　605－Amsterdam　1669　　　　　　　　　　　　　エッチング　　40．9×31．3　cm
昭和53年度　国立西洋美術館協力会より寄贈
ルノワール，ピエール＝オーギュスト　　　　　　　　　S・1978－1
リモージュ1841年一カーニュ1919年　　　　　　　　勝利のヴィーナス
RENOIR，　Pierre－Auguste　　　　　　　　　　　　ブロンズ　　84×30×24　cm（台座を含む）
Limoge　l　841－Cagnes　1919　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和53年度　梅原龍三郎氏より寄贈
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G・1978－3
1975
National　Museum　of　Western　Art，1978．
N；、R‘　　↓　｝｛K↓，xl｜
G・1978－4　　　　　　　　　　　　　　　　Nサ，
THE　DEATH　OF　THE　VIRGIN　　　　　　　　　　　　．．IN　　。。　；’
1639　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－・『　㌦t　譲鼠
Etching　40．9×31．3　cm
Presented　by　The　Kyoryoku－kai－society　of　the
National　Museum　of　Western　Art，1978．
S・1978－1
VENUS　OF　VICTORY
Bronze　84×30×24　cm（height　including　pedestal）
Presented　by　Mr．　Ryuzaburo　Umehara，1978．
35
管理換作品　1点
ルーベンス，ペーテル・パウル　　　　　　　　　　　　P・1978－4
ジーゲン1577年一アントワープ1640年　　　　　　　豊穣
RUBENS，　Peter　Paul　　　　　　　　　　　　　　　1630年頃
Siegen　1577－Antwerpen　l　640　　　　　　　　　　　油彩　板　　63．7×45．8cm
来歴：エイム伯爵，シャルル・アンリ；ボーヴェ公爵
売立て，パリ，1739（32）年；ロンドン，ジェームズ・
ハリス（「私の絵画，私の絵画についての説明，1739
年』と題するジェームズ・ハリスのコレクション目録
による。この中に「1739年のボーヴェの売立ての際に
コヴェント・ガーデンのコックの店で購入した……一
点は《豊穣》，他は《正義》で共にルーベンス作であ
る」という記述がある）；ベイシングストーク，ニュ
ウンハム・ハウス，マームズペリー伯爵（ジェームズ・
ハリスが初代）・コレクション（MS目録に18世紀以
来所蔵と書き込みがある）；ニューヨーク，E．　V・ソウ
画廊，1974年；ブリュッセル，アルテミス画廊
展覧会歴：「英国の一州にあるヨーロッパ絵画』，アグ
ニュー画廊，ロンドン，1957年，cat．　no．14；キング
ズ・リン，ロンドン，1960年，cat．　no．21；rペーテ
ル・パウル・ルーベンス作の油彩習作および小品』，
アグニュー画廊，ロンドン，1961年，cat．no．35；「「P．
P．ルーベンス：油彩，油彩習作，素描』，アントワー
プ王立美術館，1977年，cat．　no．83，　repr．
文献：C・Ripa，1conologia　of　uytbeeldingen　des　ver・－
stands，　Amsterdam，　1644，　p．433；B．　Nicolson，
　Pictures　from　Hampshire　Houses”，　The　Burlington
ルlagazine，　vol．　XCIX，1957，　p．274，　fig．35；M．　Jaffe，
“Unpublished　drawings　by　Rubens　in　French　muse－
ums”，　Gazette　des　Beaux－Arts，　ser．6，　tome　LXVI，1965，
p．177，fig．4；E．　H．　Begemann，　Corpus　Rubenianum
Ludwig　Burchard，　part　X（“The　Achilles　series”），
Brussel，1975，　p．46；（］azette　des　Beaux・Arts，　ser．6，
tome　XCIII，　Apr．1979，“Chronique　des　Arts”，　p．67，
no．338，　repr．；『国立西洋美術館総目録一絵画篇一』、
東京，1979年（The　Nationa1　Museu〃2（ゾ批∫rθr〃、4〃，
Tokyo，　Catalo8ue　of　Pain　tings，1979，　pp．194－195，　cat．
no．251，fig，251．
昭和53年度　文化庁より管理換
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TRANSFERRED　WORK
P・1978－4
ABUNDANCE（ABUNDANTIA）
c．1630
0il　on　canvas　63．7×45．8　cm
PRovENANcE．：　Charles－Henry，　Count　of　Heym；
Duc　de　Beauvais　sale，　Paris，1739（32）；James　Harris
（this　information　is　based　on　an　inventory　of　the
collection　of　James　Harris，　entitled：“My　pictures，
An　Account　of　my　Pictures，1739”．．．：“bought　at
Cock’s　in　Covent　Garden　at　the　sale　of　one　Beauvais
l739．．．Two　pictures，　one　of　Plenty，　the　other　of
Justice．．．of　Rubens．．∴　On　the　margin　of　the
MS　inventory，　Newnham　House，　Basingstoke，　in
their　possession　since　the　18th　century；　E．　Victor
Thaw，　New　York　；　Artemis，　S．A．，　Brussels．
EXHIBITION：E〃”・pea’7ρ∫cr’〃で5　fr・’ηa〃E〃grlish
α，〃〃り・，Agnew「s，　London，1957、　cat．　no．14；King’s
Lynn，　London，1960，　cat．　no．21；　0∫1　skete／les　a〃∂
∫〃la〃er　pictures　by　」Peter　Paul　R〃he〃∫，　Agnew’s，
London，1961，cat．　no．35；P．P．　Rube〃s：　」Pain〃lli～5－
o∫／ske’ches－drawings，　Royal　Museum　of　Fine　Arts，
Antwerpen，1977，　caC　no．83，　repr．
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D▲eMaanderfriese　des　Mittelschiffes　von　der　ehema1▲gen
　　　　　Stiftskirche　St．　Georg　zu　Reichenau－Oberzell：
　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　Uber　ihren　Erhaltungszustand
Koichi　KOSHI
Die　eh・m・1ig・Stift・ki・ch・St・G…g・・　t・1・n　Li・i・n・tab・d・・P・・i・d・n行9・・，　unt，，
Ob・・zell　auf　d・・ln・el　R・i・h・nau，　d・・en　B・nut・ung　d・・N・t・di・g・nal，n，　die　rh。m．
Architektur　aus　spatkarolingischer　Zeit　　　boiden‘‘Band　fl　acheパin　der　Breite　einer
stammt，　kann　uns　noch　einen　einigermaBen　　　MaBeinheit　angetragen（in　der　Regel　nach
・uv・・lassig・n　Eind・u・k・・n　d・・lnn・n・aum－　li・k・b・w．　na・h　unten）．　D・・－P…p，k．
au・m・lung・i…b・・ilik・1・n　Ki・ch・i・d・・　ti・i・chビMaand・・，　dessen　alt・・t・n　B・i・pi・1，
Zeit　um　die　Jahrtausendwende　vermit－　　　schon　die　griechische　Antike　liefert，　ist，　wie
teln．　Was　die　Wanddekoration　ihres　Mitte1－　　K．　Hecht　eingehend　untersucht　hat，“das
schiffes（Abb．　l　und　3）－es　handelt　sich　hier　　　Standardornament　des　Rahmenwerkes　der
nicht　um　Fresken，　sondern　um　Secco－　　　　frUhmittelalterlichen　Dekoration；bis　in　das
anlangt，　ist　jede　der　beiden　Langswande　in　　　　spate　11．Jahrhundert　bestreitet　er　alle　ihre
horizontaler　Richtung　durch　je　drei　Maan－　　Horizontalfriese，　von　da　an　bis　zur　Gotik
derstreifen　gegliedert：Die　Aufteilung　der　　　wenigstens　ihren　Deckenfries∴Hecht　hat
v611ig　unplastischen　Hochwande　beginnt　　　aber　nicht　gemerkt，　daB　mit　Oberzell　eine
mlt　elnem　unteren，　fast　einen　Meter　breiten　　　ganz　andere　Nutzung　des　Maanders　in　Ge－
Maanderfries，　der　direkt　Uber　dem　Archi－　　brauch　kommt．　War　vorher　dieses　Motiv
voltenscheitel　aufsitzt．　Es　folgt　die　etwa　　　　rahmend　oder　friesartig　als　oberer　Ab－
zweieinviertel　Meter　hohe　Flache　der　Bilder　　　schluB，　vor　allem　in　der　Architektur　seit
・・nd・n　Szenen　d・・Wunder　Chri・ti，　und　P・mp・ji，・・w・・de　e・i・・b・ngl・i・heln　Sinn
als　obere　Begrenzung　ein　Maanderband，　　in　S．　Salvatore　in　Brescia　und　in　St．　Johalm
d・・unt・・h・lb　d・・F・n・ters・hlbank…la・ft，　i・MUstai・genut・t，・b・ns。＿wi，derrum。1、
endlich　zwischerl　den　Fenstern　je　eine　　　Rahmenmotiv＿in　der　Reichenauer　Buch．
R・ihe　v・n・ech・Ap・・t・1・・Al・・b・・e・　m・1・・ei．1・Ob・・zell　fi・d・n　wi・erstm・1ig
Ab・chl・B　d・・Wand　b・n・d・t・i・h・b・nf・ll・　d・n　Maand・・a1・a・chit・kt・・gli・d，・nd，，
ein・chm・1・・Maand…t・ei丘・・d・・di・Wand　M・ti・．　E・ent・t・ht…u・ag・n・i・g・m。1t，，
gegen　die　Holzdecke　abgrenzt．　　　　　　　　　　Architrav．　Zudem　ist　er　mit　der　H6he　von
　　Alle　diese　Maanderfriese　geh6ren　zur　　　drei　FuBen　eine　Monumentalform2’．
G「upP・d・…g・nannt・n　persp・kti・i・ch・n　　Nun・・ll・u・B・・ch・eibung　und　Ub，，p，U．
Maander：Mit　diesem　Begrifr　soll　wohl　　fung　des　Erhaltungszustandes　von　den　drei
9・k・nnzei・h・・t　w・rd・n・d・B・in　na・h　Ob・・zell・・Maand・・f・i・・en　Ub・・g・gangen
mathematischen　Prinzipien　konstruiertes，　　werden．　Wie　die“historischen　Aufnahmeパ
・p・i・・ilinea・e・g・・m・t・i・ch・・0・nam・nts－　v・n　G．　W・lf（K・n，tan。），　di，　d，n　Z。、tand
muster，　da　r江umlich　einge鰯t，　perspek－　　der　ottonischen　Wandmalereien　nach　Auf－
tivisch　d・・g・・t・llt　w・・d・n　i・t1’・Z・・E・zie－　deckung・・n　l880／82　d・k・men・▲・・en（Abb．
lung　d・r　d・k・r．・ti・・n．‘‘P…p・kti・i・ch・n　1；…1888，w・ildi・Emp・・emitd・・O・g・l
F°「m”slnd　an　dle　ve・tlk・1・n　und　h・・i・・n－　1・di・・em　J・h・abg・baut　w・・d・n）・、，　zeig・n，
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hat　sich　von　den　drei　Friesen　der　Decken－　　　angetragenen」’Flacheバsind　gespalten，　die
fries，　der　umlaufend　die　Hochwande　des　　　senkrecht　stehenden　zeigen　Ziegelrot　und
ganzen　Langhauses　abschloB，　am　schlech．　　　Dunkelrotbraun，　die　waagrecht　liegenden
testen　erhalten．　Was　sich　heute　dort　zeigt　　　Hellgelbbraun　und　Gelb．　Den　dunkelgrUnen
（Abb．2）4‘，　ist　in　seiner　gesamten　Aus－　　　Grund　des　Ornaments　begleitet　unten　ein
dehnung　ein　Werk　der　Wiederherstellung，　　rotes　Band，　wahrend　die　obere　BordUre
die　sich　nur　auf　sparlichste　Reste　stUtzen　　　durch　die　Randleiste　der　Holzdecke　ver－
konnte：Der　obere　Fries　ist　nahezu　voll－　　　deckt　ist．　Die　MaBeinheit　des　Quadrats－
standig　Kopie．　Die　Zutaten　von　der　Hand　　　　netzes　und　der　Stabe　betragt　4　cm，　die　H6he
des　Freiburger　Kirchenmalers　K．　Schilling　　　des　Ornaments　44　cm．　Diese　Hechtsche
aus　den　90er　Jahren　des　vorigen　Jahrhun－　　　　Beurteilung　sowohl　der　Periodenfigur　als
derts　wurden　allerdings　bei　der　jUngsten　　　　auch　der　Farbgebung　ist　allerdings　wegen
Restaurierung　der　Wandmalereien，　die　in　　　des　auBerst　schlechten　Erhaltungszustandes，
den　Jahren　1921und　1922　unter　Leitung　des　　　den　die・“historischen　Aufnahmeパnach　der
Landeskonservators　J・Sauer　von　den　bei－　　　Aufdeckung　der　UbertUnchten　Ausmalung
÷ρnMalern　V．　Metzger　und　H．　Glas　aus　　　dokumentieren，　nicht　sicher．
Uberlingen　durchgefUhrt　wurde5‘，　stark　　　　　Das　Ornament　des　Zwischenfrieses（Abb．
abpatiniert・‘‘um　die　Angleichung　an　den　　　4）7‘，　der　entlang　der　Sohle　des　Lichtgadens
Ton　der　alten　Malereien　zu行nden∴　　　　　　zieht，　entwickelt　sich，　anders　als　beim
　　Das　Ornament　des　AbschluBfrieses6．，　der　　　Deckenfries，　aus　zwei　gleichf6rmigen，　nach
nur　mit　der　genannten　Einschrankung　　　rechts　Iaufenden　MaanderzUgen．　Der　erste
beurteilt　werden　darf，　wird　heute　von　einem　　　　Zug　bildet　von　der　oberen　Grundkante　nach
einzigen　Zug　gebildet、　der　einen　fortlau－　　　der　Periodenformel　21114112konstruierten
fenden・aber　in　jeder　Periode　zentrisch　　　”Stufen”，　wahrend　der　zweite　Zug　mit　einer
angeordneten　Treppenlauf　zeigt．　Das　vor－　　Phasenverschiebung　von　acht　MaBeinheiten
wartsschreitende　Element　der　Perode　be－　　　einsetzt，　so　daB　die　sich　Uberschneidenden
steht，　wie　K．　Hecht－ihm　wird　im　Wesentli－　　　Stufen　eine　fortlaufende　Reihe　von　Swas－
chen　diese　Beschreibung　verdankt－analy－　　　tikakreuzen　ergaben．　Die　Folge　211141112
siert　hat・aus　den　zwei　konstanten，　aber　　　　bildet　jeweils　eine　liegende　oder　stehende
im　rechten　Winkel　gegeneinander　gestellten　　　Stufe，　die　durch　einen　Verbindungsstab　von
Stabfolgen　431121L　hingegen　das　zum　　　　5　bzw．6Einheiten　in　die　Kette　eingegliedert
Wesen　des　Maanders　geh6rige　rUcklaufige　　　ist．　Die　Grundformel　des　einzelnen　Zuges
Element　aus　der　Folge　43111312113，　die　mit　　　lautet　also　5（211141112）56（211141112）6．
einem　ger　Stab　zur　folgenden　Periode　　　Dieser　Swastikamaander　gleicht　in　der
fUhrt．　Die　wie　Ublich　nach　links　bzw．　　　Struktur　dem　Deckenmaander　der　ersten
nach　unten　an　die　weiB　aufgelichteten　Stabe　　　Ausmalung　des　gegen　die　Mitte　des　lO．
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Jahhunderts　erh6hten　Schiffes　von　der　　　des　Ornamentgrundes　liegenden　Stabe　bei
Sylvesterkapelle　zu　Goldbach（Abb．10）8、．　　　der　Farbkopie（Pause）des　Lazarus－Bildes
Doch　entstehen　diesmal　als　Schnittfiguren　　　（Abb．7）11）die　der　erzbisch6廿iche’Bauin－
nach　links　sich　drehende　Swastikakreuze，　　　spector　F．　Baer　l881／82，　also　vor　der
wahrend　der　Deckenfries　der　Michaels－　　　Ubermalung　von　K．　Schillings，　zur　Illu－
kapelle（Abb．8）9）von　der　Oberzeller　　　strierung　der　Monographie　von　F．　X．
Vorhalle（frUhes　12．　Jahrhundert）im　zeich－　　　Kraus（1884）12’1，　herstellte，　wie　auch　im　schon
nerischen　Aufbau　dem　mittleren　Hochschiff－　　　erwahnten　Deckenfries　des　alteren　Gold－
fries　der　Georgskirche　nachgebildet　ist．　　　　　bacher　Schiffes（Abb．10）nicht　gespalten
　　Die　ursprUngliche　farbige　Behandlung　ist　　　sind，　war　der　Zwischenfries　m6glicherweise
wegen　der　wiederholten　Ubermalung　des　　　ursprUnglich　gleichfalls　nicht　gespalten．
Frieses　auch　hier　nicht　in　allen　Teilen　mit　　　　Die　Swastikafiguren　des　mittleren　Frieses
Sicherheit　festzustellen：Der　Zwischenfries　　　sind　heute　ungeteilt　blaulichrot　oder　gespa1－
ist，　ebenso　wie　der　Deckenfries，　von　K．　　　ten　in　Ziegelrot　und　Dunkelrotbraun，
Schilling　Ubermalt　und　bei　der　letzten　　　wahrend　die　Ubrigen　Stabflachen　grUn，　gelb，
Restaurierung　der　Wandmalereien　in　der　　rot　sind．　Die　Stabe　sind　weiB　geh6ht，　die
Farbintensitat　zurUckgenommen　worden．　　　offen　gebliebenen　dreieckigen　Zwickel　des
Die　Stab且achen　der　verbindenden　6er　Sta－　　　Ornamentsgrundes　schwarz　gedeckt．　Das
be　wechseln　im　heutigen　Zustand　meistens　　　Ornament　ist　schlieBlich　oben　und　unten
periodisch　in　Hellgelb　und　in　HellgrUn，　　　von　BordUren　eingefaBt：die　inneren　Bander
wahrend　dieselbe　im　Zustand　vor　der　　　sind　gelb，　die　aUBeren　rot．　Die　MaBeinheit
jUngsten　Restaurierung　（1921／22）　farbig　　　des　quadratischen　Netzes　und　der　Stabe
gespalten　waren，　wie　die　alten　Aufnahmen　　　betr5gt　6．5　cm，　die　H6he　des　Ornaments
（Abb．5）lo）von　G．　Wolf（wahrscheinlich　　　71　cm．
1898）zeigen．　Daher　gibt　es　noch　heute　　　　Der　untere　Maanderfries（Abb．9）13），　der
　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　コmanche　Spuren　der　Ubermalung　von　K．　　　als　AbschluB　der　figuralen　Bilderreihe　auch
Schilling（vergleiche　Abb．4mit　Abb．6），　die　　　die　Aufgabe　eines　Archivoltengesimses
bei　der　letzten　Restaurierung　nicht　richtig－　　　Ubernimmt，　ist　das　reichste　und　machtigste
gestellt　werden　konnte．　Die　Frage　ist　nun，　　　Maanderornament　in　der　mittelalterlichen
ob　der　jetzige　Zusand　dem　ursprUnglichen　　　Wandmalerei，　das　sich　erhalten　hat．　J．
　　　　　　　　　　　．　ロnaher　als　die　Ubermalung　SchHlings　steht．　　　Sauer，　H．　Jantzen　und　H．　Schrade　haben　in
Es　ist　heute　zwar　aus　Mangel　an　alten　　　ihm　lediglich　einen　dreifach　Ubereinander－
nUtzlichen　Photodokumenten　aus　der　Zeit　　　gelegten．Maanderstreifen　gesehen’4i．　Jedoch
der　Freilegung　nicht　m6glich，　eine　Ent－　　besteht　das　Ornament　in　Wahrheit，　wie　K．
scheidung　darUber　zu　treffen．　Da　die　Fla－　　　Hecht　hingewiesen　hat，　aus　vier　gleich－
chen　der　an　der　oberen　und　unteren　Kante　　f6rmigen　nach　rechts　laufenden　Maander一
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zUgen．　Seine　Analyse　des　linearen　Systems，　　　farbig　nicht　gespalten．　In　den　Durchdrin－
die　hier　ausfUhrlich　zitiert　wird，　ist　die　　　　gungen　der　4er　Fltichen　treten　die　Farben
folgende：Der　erste　Zug　setzt　an　der　oberen　　　Gelb，　Gelbbraun，　Rotbraun，　Dunkelbraun，
Grundkante　mit　einem　5er　Stab　ein，　bildet　　　Blaurot，　GrUn　und　Schwarz　auf．　Zwei　ZUge
im　ersten　OrnamentgeschoB　nach　der　　　bevorzugen　fUr　die　5er　und　l　ler　Flachen　in
Forme1211141112　die　liegende‘‘Stufe”，　　　der　waagrechten　Lage　gelbe，　in　der　senk－
steigt　mit　einem　l　ler　Stab　in　das　zweite　　　rechten　rote　bis　braune　T6ne，　wahrend　die
GeschoB　hinab，　entwickelt　hier　dieselbe　　beiden　anderen　ZUge　fUr　die　Waagrechten
Stufe，　steigt　sodann　mit　einem　weiteren　l　ler　　　GrUn，　fUr　die　Senkrechten　ebenfalls　Rot
Stab　in　das　dritte　GeschoB　hinunter　und　　　und　Braunrot　verwenden．　Die　Stabflachen
erreicht　hier　mit　der　letzten　Stufe　den　　　der　FUIIquadrate　sind　bei　den　senkrechten
unteren　Rand　des　Grundes．　Auf　die　gleiche　　　Flachen　gelb　und　gelbbraun，　bei　den
Weise　erhebt　er　sich　von　hier　mittels　l　ler　　waagrechten　rot　und　rotbraun，　wobei　jede
Staben　und　stehenden　Stufen　und　steigt　　　　　Farbflache　langs　in　eine　hellere　und　eine
Uber　das　zweite　und　das　obere　GeschotS　zur　　　dUnklere　Nuance　dergestalt　gespalten　ist，
oberen　Grenze　des　Grundes　zurUck，　um　　　daB　die　beiden　Farbeflache　beginnen，　nach
seinen　Lauf　in　einer　zweiten　Periode　zu　　　und　nach　schmaler　optisch　zu　werden．
beginnen．　Wie　der　erste，　so　setzt　auch　der　　Samtliche　Stabe　des　Ornaments　haben　eine
zweite，　der　dritte　und　der　vierte　Zug　an　der　　H6hung　in　WeiB．　Als　Randborte　schlieBen
oberen　Grundkante　ein，　immer　aber　mit　　　den　Fries　nach　oben　ein　gelbes，　nach　unten
einer　Phasenverschiebung　von　zw61f　MaB－　　　ein　rotes　Band　ab；beide　Bander　sind　weiB
einheiten．　Auf　diese　Weise　Uberschneiden　　　abgesetzt．　Die　MaBeinheit　des　Netzes皿d
sich　fortlaufend　beim　Ab－und　Aufsteig　　　der　Stabe　betragt　4，6　cm，　die　H6he　des
durch　die　drei　Geschosse　zwar　alle　vier　　　Ornaments　97　cm．
ZUge，　immer　aber　in　den　Stufen　nur　zwei，　so　　　　Wenn　der　heutige　Erhaltungszustand
daB　sich　in　schachbrettartigem　Wechsel　　dieses　unteren　Frieses（Abb．9）zum
Swastikafiguren　und　quadratische　Leerfel－　　　AbschluB　wieder　mit　den　alten　Aufnahmen
der　bilden．　Die　Metopenfelder　sind　mit　　von　G．　Wolf（Abb．11）ユ5），　die　die　Ober－
Quadraten　von　3×3MaBeinheiten　gesetzt，　　malung　von　K．　schilling　dokumentieren，
die　in　die　rechte　obere　Ecke　gesetzt　sind．　　　　　verglichen　wird，　so　k6nnen　unschwer
　　Der　ursprUngliche　Farbrhythmus　ist　　　Unterschiede　festgestellt　werden，　von　denen
　　　　　　　　　　■　ロwegen　der　Ubermalung　Schillings　auch　in　　　am　bemerkenswertesten　ist，　daB　heute　die
diesem　Fall　nicht　immer　sicher　zu　bestim－　　　gr6Beren　Zwickeldreiecke　und　die　Quadrate
men．　K．　Hecht　halt　folgende　Farbgebung　　　des　Grundes　Rosetten　aus　blaBgrUnen
fUr　ursprUnglich：Die　an　die　Iinearen　Stabe　　　　Punkten　tragen，　wahrend　die　kleinen
gesetzten　“Fltichen”der　vier　ZUge　sind　　　　Dreiecke　schwarz　sind．　Daraus　ergibt　sich，
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daB　der　Restaurator　der　20er　Jahre　dieses　　　　finden　sich　sogar　die　kleinen　Tupfenrosetten，
Jahrhunderts　diese　Tupfenrosetten　rekon－　　　die，　wie　in　Oberzell，　in　Verbindung　mit
struierend　hinzugefUgt　hat．　Sodann　erhebt　　　‘‘perspektivischeバMetopen－Kastchen　ste－
sich　die　Frage，　ob　die　in　die　Zwickel　　　　hen．
eingestreuten　kleinen　Rosetten　eigentlich　　　　Die　Punktmotive（Punktrosetten　oder
zum　originalen　Bestandteil　geh6ren，　oder　　　Dreipunkte　auf　den　Zwickeldreiecken　des
nicht：eine　Frage，　die　heute　endgUltig　nicht　　　Ornamentsgrundes）　sind　Uberhaupt　der
beantwortet　werden　kann，　weil　unter　den　　　　SchlUssel　zur　Frage，　wie　der“perspektivi－
“historischen　Aufnahmeバvon　G．　Wolf　　　schピMaander，　dem　heutigen　Betrachter
keine　Aufnahme　zu　finden　ist，　die　uns　den　　　als　die　parallel－perspektivische　Darstellung
festen　Anhaltspunkt　fUr　den　Zustand　der　　　eines　raumlichen　Gebildes　erscheinend，
Maanderfriese　gleich　nach　der　Freilegung　　　eigentlich　im　Mittelalter　aufgefasst　wurde．
gibt．　Soweit　sich　die　Wolf’sche　Aufnahme　　　K．　Hecht　betont　in　seiner　Studie　Uber　den
（Abb．3und　l2）16），　die　allerdings　die　vom　　　sog．　perspektivischen　Maander（1945）21，，
n6rdlichen　Seitenschifr　durch　die　Arkade　　　daB　die　raumliche　Vorstellung　nicht，　wie
gegen　die　SUdwand　des　Hochschiffes　ge－　　　manchmal　in　der　Literatur　behauptet　wird，
sehene　Innenansicht　zeigt，　ein　Urteil　bilden　　　ftir　den　mittelalterlichen‘‘perspektivischen”
1tiBt，　scheint　aber，　daB　der　untere　Fries　　　Maander　wesenhaft　sei．　Er　stellt　hingegen
ursprUnglich　in　den　Ecken　der　Maander－　　　ein　reines　Flachenornament　dar，　ein　in－
knicke　kleine　Punktrosetten　in　perspektivi－　　　teressantes　Problem．　namlich　jenes　der
schen　Kastchen　enthalten　hat，　die　F．　Baer　　　Definition　und　der　mittelalterlichen　Sicht
bei　der　Pause　von　1881／82（Abb．13）und　K．　　des‘’perspektivischen”Maanders，　worauf
Schilling　bei　der　Ubermalung　in　den　90er　　　hier　aber　nicht　eingegangen　werden　kann．
Jahren　des　l　9・Jahrhunderts　tibersehen　oder　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Fortsetzung　folgt）
ignoriert　haben　dUrften．　Diese　Folgerung
k6nnte　ferner　durch　folgendes　Faktum
bekraftigt　werden：Die　Punktrosetten　in
dem　plastisch　wirkenden　Maanderfries－sie
sind“doch　nur　bei　einem　Flachenornament
berechtigt”i7／li－kommen，　wie　man　hin－
gewiesen　hatis’〉，　als　solche　auch　sonst　h加fig
in　der　ottonischen　Kunst　vor　und　erhalten
sich　noch　bis　ins　12．　und　13．　Jahrhundert
（Castel　Appiano／SchloB　Hocheppan，　Burg－
kapelle）19）．　In　dem　Deckenfries　des　heutigen
Goldbacher　Schiffes（Abb．14　und　l　5）20
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＊Die　vorliegende　Studie　ist　der　vierte　Teil　von　　　　　Untersuchung　durch　die　Universitat　Tokio　von
“Studien　zu　den　Wandmalereien　der　St．　Georgs．　　　　dem　Photographen　Akio　Suzuki　aufgenommen．
　kirche　von　Oberzell　auf　der　Reichenaゴ．　Der　　　　　Vgl．auch　J．and　K．　Hecht，　op．ciし，1979，　Fig．　auf
　erste　und　der　zweite　Teil　wurden　gemeinsam　mit　　　　　S．77．
　Herrn　Prof．　Seiro　Mayekawa　verfaBt　und　sind　in　　　5）J．　Sauer，　Die　Instandsetzung　der　aken　Malereien
　BIJUTSUSHI（Journal　of　the　Japan　Art　History　　　　　in　St．　Georg　auf　Reichenau－Oberzell，　in：Denk－
　Society），102，　Bd．26／Nr．2，　Mtirz　1977，S．127－142，　　　　malpflege　und　Heimatschutz，　Jg．26，　Berlin　1924，
　und　lO3，　Bd．27／Nr．1，November　l977，　S．74－78s　　　　　S．23－30．
　auf　Japanisch　und　Deutsch　erschienen，　wahrend　　　　6）K．　Hecht，　op．　cit．，1945，　S．9und　Abb．27；J．
　der　dritte　Teil　von　mir　auf　Deutsch　in　KOKU－　　　　　und　K．　Hecht，　op．　cit．，　S．77　mit　Fig．
　RITSU－SEIYO－BIJUTSUKAN－NENPO　（An－　　　　7）VgL　auch　K．Hecht，　op．　cit．，1945，S．9f．　und　Abb．
　nua1　Bulletin　of　the　National　Museum　of　Western　　　　28；A．　Knoepfli，　op．　cit．，1961，　Fig．　auf　S．84；
　Art，　Tokyo），　Nr．12，1978，S．32－49，　ver6ffentlicht　　　　　H．　Koepf，　Schwabische　Kunstgeschichte，　Bd．1，
　wurde．　FUr　Anregungen　und　Hinweise　sowie　　　　Konstanz　und　Stuttgart　1962，　Abb．55；K．
　Korrekturen　des　sprachlichen　Ausdruckes　seien　　　　Martin，　Die　ottonischen　Wandbilder　der　St．
　bedankt：Herren　Wolfgang　Erdmann，　LUbeck　　　　Georgskirche，　Reichenau－Oberzell，　Sigmaringen
　und　Dr．　Arthur　Saliger，　Wien．　　　　　　　　　　　1975，　Abb．6－13．
DK．　Hecht，　Der　sog．　perspektivische　Maander．　　　8）Vgl．auch，　K．　Hecht，　op．　cit．，1945，　S．6，　Abb21
　Vorkommen，　Herkunft　und　Wesen　eines　tekto－　　　　und　22；J．　und　K．　Hecht，　op．　cit．，1979，　S．40　mit
　nischen　Ornaments　der　Romanik，　Diss．　Stuttgart　　　　　Fig．，Abb．7．
　　1945（Maschinenschrift）；J．　und　K．　Hecht，　Die　　　9）VgL　auch　K．　Hecht，　op．　cit。，1945，　S．14　und
　frUhmittelalterliche　Wandmalerei　des　Bodensee－　　　　Abb．37；A．　Knoepfli，　op．　cit．，1961，　Fig．　auf
　gebietes，　Bd．1，　Sigmaringen　1979，　S．332f．；　　　　　S．84；H．　Koepf，　op．　cit．，1962，　Abb．55；K．
　Aufgrund　des　Manuskriptes　von　K．　Hecht：A．　　　　Martin、　op．　cit，．1975，　Abb．44；J．　und　K．Hecht，
　Knoepfli，　Kunstgeschichte　des　Bodenseeraumes，　　　　　op．　cic，1979，　S．129　und　Abb．275．
　　Bd．1，　Konstanz　und　Lindau　1961，　S．81－85．　　　10）VgL　auch　die　Aufnahmen　von　W．Kratt
　　Bei　P．　Weber（Wandgemalde　zu　Burgfelden　auf　　　　（Karlsruhe），　die　wahrscheinlich　um　l909，　jeden－
　der　schwabischen　Alb，　Darmstadt　l　896，　S．50）　　　　　falls　vor　der　Restaurierung　von　1921／22　gemacht
　sind　ebenfalls　zahlreiche　Beispiele　von　Maandern　　　　wurden．　FOr　diese　Abbildungen　siehe　den　ersten
　des　FrUhmittelalters　zusammengestellt．　VgL　　　　　Teil　dieser　Studien，　Taf．1；den　zweiten　Teil，　Taf．
　Oberdies　P．　Clemen，　Romanische　Monumental－　　　　1；den　dritten　Teil，　Abb．4．
　　malerei　in　den　R．heinlanden、　DUsseldorf　1916，　S，　　　　11）Vgl．　den　zweiten　Teil　dieser　Studien，　Abb．3
　　69．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　und　Anm．9．
2）Zu　dieser　Neuartigkeit　siehe　A．　Weis，　Die　　　l2）F．　X．　Kraus，　Die　Wandgemalde　in　der　St．
　　ottonischen　Wandmalereien　der　Reichenau，　in：　　　　Georgskirche　zu　Oberzell　auf　der　Reichenau，
　　Zeitschrift　fOr　die　Geschichte　des　Oberrheins，　　　　　aufgenommen　von　Franz　Baer，　Freiburg　i．　Br．
　　Bd．124，1976，　S．45．　Ich　verdanke　Herrn　W．　　　　1884，　Taf」．
　　Erdmann　diese　Literaturangabe．　　　　　　　　　　　　　13）Vgl．auch　K．　Hecht，　op．　cit．パ945，　SコOf．　und
3）Vgl．　den　ersten　Teil　dieser　Studien，　Abb．7；J．　　　　Abb．29，30；K．　Martin，　op．　cit．，1975，　Abb．1，
　　und　K．　Hecht，　op．　cit．，1979，　Abb．128．　　　　　　　　　6－13；J．　und　K．　Hecht．，　op．　cit．，1979，　S．76　f．
4）Die　Abbildungen　2　sowie　4，6，8，10　und　l4　　　　　mit　Fig．，Abb．139．
　　wurden　1977　bei　der　unter　Leitung　von　Prof．　S．　　　14）J．　Sauer，　Die　Monumentalmalerei　der　Rei－
　　Mayekawa　an　Ort　und　Stelle　durchgefUhrten　　　　chenau，　in：Die　Kultur　der　Abtei　Reichenau，
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　　Bd．　II，　MUnchen　l　925，　S．907；H．　Jantzen，
　　Ottonische　Kunst，　MUnchen　l947，　S．62；H．
　　Schrade，　Vor－und　frUhromanische　Malerei．　Die
　　karolingische，　ottonische　und　frUhsalische　Zeit，
　　K61n　1958，　S．206．
15）Siehe　Anm．10．
16）Vg1．　auch　den　ersten　Teil　dieser　Studien，　Abb．
　　6；H．Schmitz，　Die　Kunst　des　frUhen　und　hohen
　　Mittelalters　in　Deutschland，　MUnchen　1924，
　　Abb．66．
17）J，Sauer，　op．　cit．，1925，　S．907．
18）J．Sauer，　op．　cit．，1925，　Anm．27（S．938）；
　　K．Hecht，　op．　cit．，1945；P．　Deschamps　et　M．
　　Thibout，　La　peinture　murale　en　France．　Le　Haut
　　moyen　age　et　1’6poque　romane，　Paris　l　952，　p．
　　148－150；L．Birchler，　Zur　karolingischen　Archi－
　　tektur　und　Malerei　in　MUnster－MUstair，　in：
　　FrUhmittelalterliche　Kunst　in　den　Alpenlandern，
　　Olten　und　Lausanne　1954，　Anm．24（S．349）；H．
　　W．Wehrhahn，Spatkarolingische　Wandmalereien
　　in　Reichenau－Oberzell，　in：Bibliotheca　docet．
　　Festschrift　fUr　Carl　Wehmer，　Amsterdam　1963，
　　S．336mit　Anm．24．－H．　W．　Wehrhan　ist　der
　　M：inung，　daB　die　Erscheinung　von　Tupfenroset－
　　ten　in　Verbindung　mit　，，perspektivischen“‘
　　Kastchen　eine　besondere　Eigenart　jst，　die　auf　eine
　　frUhe　Entstehungszeit　der　Fresken　von　Oberzell
　　hinweist，　weil　sich　auffallige　Ubereinstimmungen
　　des，，Kastchenmotives‘‘in　MUnster－MUstair，　in
　　Brescia（S．　Salvatore）und　in　Frauenchiemsee
　　finden．
19）0．Demus，　Romanische　Wandmalerei，　MUn－
　　chen　l968，　Abb．67．
20）VgL　auch　K．　Hecht，　op，　cit．，1945，　S．7f．　und
　　Abb．23；A．　Knoepfli　op．　cit．，1961，Fig．　auf　S．
　　84；J．und　K．　Hecht，　op、　cit．，1979，　S．46　f．　mit
　　Fig．
2りK．Hecht，　op．　cit．，1945，　S．57　ff．　Vg1．　auch　J．
　　und　K．　Hecht，　op．　ciL，1979，　S．336（Anm．2）．
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1　Reichenau－Obcrzell，　St．　Ge（、rg．　Not・d、、alld　des　MittehchitTes：Zustand　nach　der　Aufdeckung　der　Fresken、
　　Aufnahme　G．Wolt’（Ph〔、k、：Sta〔ltarchi、　K（川stallz）
2　Reichellau－Oberzell．　St．　Georg．　Mittelschifi’，（、berer　Miiandei’11ries（N〈）rdwand）：Zustand　1977（Photo：
　　Kunsthistorischcs　Semillar　dcl’Uni、ersitiit　Toki∋
45
3　Relchenau－Oberzell，　St．　Georg．　Zustand　nach　dei　Aufdeckung　der　Fresken，　Aufnahme　G　Wolf（Photo：
　　Stadtarchiv　Konstanz）
4Relchen・u－Ob・・zell・St　G…9・Mlttel・chitT，・・itt］・・el　Maa・d・・frle・（・b・・h・lb・d・s　Bild・・dei　Hellung　deS
　　BIIndgeborenen）Zustand　1977（Photo　Kunsthistorlsches　Semmal　der　Umversltat　Tokio）
16
5　Reichenau－Oberzell，　St．Georg，　Zustand　vor　der　Restaurierung、von　192122，　Aufnahme　W．　Kratt（Photo：
　　Landesdenkmalamt　Badel1－WUrttelllberg，　AuBenstelle　Karlsruhe）
6　Reichenau－Oberzell，St．　Georg．　Mittelschit干，　mittlerer　Maanderfries（oberhalbdes　Bildes　der　Auferweckung
　　der　Tochter　des』airus）：Zustand　1977（Photo：Kunsthistorisches　Seminar　der　Universitat　Tokio）
7　Reichenau－Oberze11，　St．　Georg．　Mittelschiff，　mittlerer　Maanderfries
　　（oberhalb　des　Bildes　der　Lazaruserweckung）：Kopie　von　F．　Baer，
　　1881／82（Photo：Landesdenkmalamt　Baden－WUrttemberg，AuBenstelle
　　Karlsruhe）
47
8　Reichenau－Oberzell，St．　Georg．　Vorhalle，　ObergeschoB，　Michaelskapelle，
　　　Deckenfries：Zustand　1977（Photo：Kunsthistorisches　Seminar　der
　　　Universitat　Tokio）
9　Reichenau－Oberzell、　SピGeorg．　Mittelschiff，　unterer　Maanderfries（unterhalb　des　Bildes　der　Heilung　der
　　　B｜utflUssigen）：Zustand　1977（Photo：Kunsthistorisches　Seminar　der　Universitat　Tokio）
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10　Goldbach，　Silvesterkapelle．　Schif「，　SUdwand，　Deckenfries　der　ersten　Ausmalung：Zustand　1977（Photo：
　　　Kunsthistorisches　Seminar　der　Universit泡Tokio）
ll　Reichenau－Oberzcll，　St．　Georg．　Zust乏md　vor　der　Restaurierung　vol11921122，　Aufnahme　G．　Wolf（Photo：
　　　Stadtarchiv　Konstanz）
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12　Detail　von　Abb．3
ミ書　　　　　　　　惑　藁　　　　　　　　き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だ1 讐　蔭亀、　．　　。§
躍　獅葺劉撃．　。
13　Reichenau－Oberzel1，　St．　Georg．　Mittelschiff，　unterer　Maanderfries
　　　（unterhalb　des　Bildes　der　Lazaruserweckung）：Kopie　von　F．　Baer，
　　　1881／82（Photo：Landesdenkmalamt　Baden－WUrttemberg，AuBenstelle
　　　Karlsruhe）
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14　Goldbach，　Sylversterkapelle．　Schiff，　Nordwand，　Deckenfries（oberhalb　des　Bildes　des　Sturmes　auf　dem
　　　Meer）：Zustand　l977（Photo：Kunsthistorisches　Seminar　der　Universitat　Tokio）
15　Goldbach，　Sylversterkapelle．　Zustand　nach　der　Aufdeckung　l904／05，　Aufnahme
　　　G．Wolf（nach　J．und　K．Hecht、　Die　frUhmittelalterliche　Wandmalerei　des　Bodensee－
　　　gebietes，1979，　Abb．102）
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　　　　Zum　GrUndungsbau　der　ehemaligen
Stiftskirche　St．　Georg　zu　Reichenau－Oberzell
Koichi　KOSHI
L　Quellen　und　urkunden　zur　Geschichte　　　zweifelsfrei　nachgewiesen，　daB　dieser　angeb－
　　　der　St．　Georgskirche　　　　　　　　　　　　　llch　in　Forchheim　zugunsten　Oberzells
　　．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　aufgestellte　Stiftungsbrief　eine　Falschung
　　Uber　die　ehemalige　Stiftskirche　St．　Goerg　　aus　dem　l2．　Jahrhundert　ist，　die　auf　die
zu　Reichenau－Oberzell　sind　nur　wenige　　Chronik　Hermanns　zurUckgeht3、．　Die　Ur－
Nachrichten　auf　uns　gekommen，　von　denen　　　kunde　sagt　daher　nur　aus，　daB　man　im　12．
die　ffUheste　Herman　der　Lahme（†1054）in　　Jahrhundert　Heito　m．　als　GrUnder　von
seiner　Weltchronik（Hermanni　Contracti　　Oberzell　ansah．　Nach　K．　Beyerle　liegt
Chronicon），　die　er　als　M6nch　der　Reichenau　　allerdings　der　gefalschten　Urkunde　ein
schrieb，　zum　Jahre　888　bringt：　　　　　　　　　echter　Inhalt　zugrunde：Die　Falschung　deutet
　　．4ugiae－Roudhobo　abbati　Hatto　succede〃ぷ，　　offensichtlich　eine　echte　K6nigsschenkung
　　praくfuit　a〃〃’ぷ25．ρ〃∫ce〃am　et　basi〃ca〃7　　an　das　Kloster　Reichenau　zu　einer　Aus－
　　sa〃c1’Georgii匡〃’nsula　construxit．1）　　　　　　stattung　fUr　St，　Georg　in　Oberzell　selbst
　　［Aufder　Reichenau　fblgt　dem　Abt　Ruodho　　um．4）
　　（871－881）Hatto　und　stand　dem　Kloster　　　Auf　der　Chronik　Hermanns　basierend，
　　25Jahre　vor．　Er　hat　die　Zelle　und　Basilika　　weiB　auch　Gallus　6hem，　der　die“Chronik
　　des　heiligen　Georg　auf　der　Insel　erbaut．］　　　des　Gotzhuses　Rychenowe”bald　nach　l　500
　　Hermanus　Contractus，　der　groBe　Sohn　der　　im　Auftrag　des　Abtes　Martin　von　WeiBen－
Augia，　vermekt　den　Regierungsantritt　des　　burg（1492－1508）verfaBt　hat，　aus　den　da－
Reichenauer　Abtes　Heito（Hatto）－der　dritte　　mals　im　Reichenauer　Archiv　vorliegenden
dieses　Namens（888－913）－und　fugt　hinzu，　　Quellen　zu　melden，　Heito　IIL　habe　die
Heito　habe　die　Zelle　und　die　Basilika　des　　Oberzeller　Kirche　mit　reichen　Stiftungen
heiligen　Georg　auf　der　Insel　errichtet．　　versehen，　da　er　mit　der　Stiftung　eine　Prop－
Heito　IIL　war　wohl　die　politisch　machtigste　　stei　von　sechs　Chorherrn　verband：
Pers6nlichkeit，　die　das　Kloster　Reichenau　　　　Daselbs　zil　Oberzell　sta〃ακ〃ai〃schb’〃e
auf乞uweisen　hat，891　durch　K6nig　Arnulf　　　Rりfarrk’1c方，　ist　vo〃Ha〃o　abt　und　ertz－
auf　den　erzbisch6flichen　Stuhl　von　Mainz　　　わ匡ぷchoff　z〃Mentz　uff　a匡nen　brobst〃〃d
（als　Erzbischof　von　Mainz　Heito　I．）erhoben．　　　sechs　korherre〃gestl；fft〃〃d　gnagsamliche〃
　　In　diesem　Zusammenhang　sei　hier　erwahnt，　　　m〃gti〃e〃versehe〃．　Syen／etz　daselbs　dry
daB　zwar　eine　Urkunde　ArnulfS　vom　5．　　　priester．
Juni　889　existiert，　wonach　der　Herscher　dem　　　Weiter　ist　in　einer　anderen　Stelle　zu　lesen
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うAbt　Heito　m．　fUr　seine　kurz　vorher　ge－　　daB　Heito　III．　mit　dem　Bau　der　Zelle　und
grUndete　Zelle（ad　ce〃a’η」Ua〃oil　is．．．肌tper　　der　Kirche　begonnen，　sie　mit　aller　Kunst　in
ab　eo　eonstruc’α〃7）GUter　zu　Eschingen，　　herrlicher　Weise　ausgestattet　und　sie　mit
Sunthausen，　Auffen，　Wolterdingen　und　Bach－　　reichen　Sti伽ngen　versehen　habe：
heim　geschenkt　habe2）．　K．　Brandi　hat　aber　　　Er　hat　o〃ch　k〃〃stliche〃m匡t　wunderbar一
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　　1，cher　o〃　die　ze〃　朋ゴ　kilchen　∫〃　der　　　wUrde　sowie　bisch6flichen　Stuhl　von　Basel
　　Riche〃aox’zal　santノδrgε〃gepuva，en〃〃d　mit　　verzichtete　und　bis　zu　seinem　Tod　836
9，nalg・amli・h・〃9・〃e’19・晒u〃d　・1・ei・fach・・M6n・h　auf　d・・R・i・h・nau
伽eh・〃．・1）　　　　　　　　1・bt・・E・hatt・in　Ob・・zell・in・Z・11・fUr　slch
　　MerkwUrdig　ist，　daB　der　spatmittelalter－　　selbst　errichtet，　mit　der　eine　kleine　Kirche
liche　Chronist，　der，　wie　jetzt　gezeigt，　die　　　verbunden　warg）・
G・Ondung　d・・G…g・ki・ch・auf　H・it・IIL　Wi・ve・halt・i・h　di・Z・11・nki・ch・d・・Abt・・
zurUckfUhrt，　daneben　in　einer　weiteren　　　Heito　I．　zu　der　Stiftskirche　des　Abtes　Heito
Stelle　derselben　Chronik　eine　Nachricht　in　　　III．？　C．B．A．　Fickler　meinte　l856／57，　daB
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロdi・R・gi・・ung・d・t・n　d・・Abt・・R・・dh・1m　・i・h　b・id・A・g・b・n　b・i　G・ll・・Oh・m　d・hln
（838－842）・i・g・・eiht　h・t，　w・na・h・i・P・i・・t・・　ve・ei・ig・n　lassen，“d・B・in・Z・lle　zum　h・
und　Schulvorsteher　Buntwil　auf　GeheiB　　Georg　von　Hato　L（906－824）erbaut，　deren
seiner　Obern　nach　Hattos　Zelle　zu　Oberzell　　ursprUngliche　Anlage　aber－vielleicht　schon
verordnet　worden　sei　und　dieser　Zelle　eine　　unter　Hato　IL－erweitert，　unter　Hato　III．
。。n　ihm・elb・t　g・・ch・i・b・n・G・・chi・hts－　v・11・nd・t　und・u・in・m　Ch・・herren・tift
handschrift　vermacht　habe：　　　　　　　　　　　umgestaltet　wurde，　dessen　Einweihung　im
Bun・wil，　P・i・・…　allhie，’nai・・e・・d…s・1’〃1，　J・h・e　d・・E・n・nnung　H・t・’・III・9・・ch・些”’°’
　　tiberkam　die　hsstorie　der　o〃e〃〃〃∂ntiwen　　Auch　F．X．　Kraus　auBerte　1884　die　ahnliche
e，4油吻・…ha〃・n　blibben　b・g・・t，　A・・i・ht・E・wa・e　ni・ht　au・g・・chl？ssen・d竺B
　　dar〃ach　w’ard　er　t〈∬haissen　der　vtitter　in　　　Heito　I．　die　Zelle　gegrUndete，　Helto　III．　sle
die。，佗伽・ni・，　da・岡9・〃Ober・e〃　・mg・baut・und　zu・in・m　Stift・・w・it・・te11）・
　　verordno〃．　Do〃iachet　er　ain　andre　hystori，　　Hingegen　versuchte　P．　Eichholz　l924　den
die　b・g・…da・・lb・・fi・blib・n　lau∬en．6・　　Widerspruch・wi・ch・n　d・n　b・id・n　N・・h’
　　Diese　Nachricht　steht　Ubrigens　am　SchluB　　richten　Ohems　dadurch　zu　l6sen，　indem　er
des　von　Gallus　Ohem　benUtzten　und　von　　die　Zelle　Heitos（nach　P．　Eichholz“Wohn－
ihm　aufverschiedene　Abte　verteilten　BUcher－　　h加scheゴ）mit　dem　niedrigen，　gestreckten，
verzeichnisses　der　Reichenau，　kann　also　sehr　　rechteckigen　Bau　im　Westen　der　Kirche，　der
wohl　jUnger　als　842　sein，　worauf　K．　Beyerle　　jedoch　gew6hnlich　als　eine　ihr　nacht「aglich
hing，wi・・en　h・t・・．　　　　　　…g・baut・V・・h・11・gilt・id・ntiiii・i・・t・wah’
w，nn　di，　A。g。b，6h・m・v・n　d・・G・un－　rend　derselb・F…ch・・di・Errlchtung　d・・
dung　einer　Zelle，　die　er　selbst　mit　jener　in　　Kirche　im　Jahre　888　Heito　III・zu’
Ob，，zell　id，ntifi、i，，t・、，　d・・ch　H・it・・u　Recht　・ch・eibt’2’．　A・f　di・zul・t・t　g・nannt・Nach－
b，、tUnd，，、。　kann　unt・・di・・em　H・it・der　ri・ht　G・ll・・Oh・m・（Ub・・d・n　M6n・h　und
－zelg　H。tt・ni…nu・Abt　H・it・L（806－823），　S・h・1・・rst・h・・Buntwi1）b・・uh・nd・glaubtr
der　Erbauer　der　Reichenauer　Abteikirche　in　　dann　J．　Hecht　l　928，　dem　u．　a．　A．　Knoepfli
Mitt，1。ell　g，m，i・t・ei・，　d・・823　auf　Abt－　1961　f・lgt・’3），　in　d・・h・utig・n　K・ypt・（Abb・
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Ilund　12）einen　Teil　des　Baues　von　Heito　L　　fUr　diese　Zeit　vollst員ndig　erhaltenen　M6nchs－
zu　erkennen：Das　Chorhaupt　der　Stifts－　　listen　des　ganzen　9．　Jahrhunderts　der　Name
kirche　von　Heito　III．　stUtze　sich　auf　die　　Buntwil　Uberhaupt　nicht　vorkommtl7），　so
ehemalige　Zellenkirche　von　Heito　L，　die　als　　daB　K．　Beyerle，　der　auf　diese　Tatsache
Krypta　der　neuen　Anlage　diente14）．　　　　　　　aufmerksam　gemacht　hat，　denn　auch　die
　　Die　Vermutung，　anstelle　der　Krypta　habe　　M6glichkeit　der　Stiftung　der　Oberzeller
ein　karolingischer　Vorgangerbau　gestanden，　　Kirche　bereits　durch　Heito　l．　ablehnt18）．
hat　jedoch　an　Wahrscheinlichkeit　verloren，　　K．　Beyerle　hat　weiter　gezeigt，　daB　die
seitdem　man　im　Sommer　l970　unter　Leitung　　GrUndung　der　Georgskirche　fUr　das　aus－
von　W．　Erdmann　zur　Untersuchung　der　gehende　9．　Jahrhundert　auch　liturgiege－
Standsicherheit　von　StUtzen　und　Mauern　in　　schichtlich　bezeugt　ist：Zuvor　fehlt　das　St．
der　statisch　gefahrdeten　Krypta　den　Boden　　Georgsfest（April　23）in　den　reichenauischen
n6rdlich　der　nordwestlichen　Saule　6ffnetel5）．　　Martyrologienl9）．　In　diesem　Zusammenhang
W．Erdmann　konnte　dabei　feststellen，　daB　　ist　tiberaus　wichtig　die　Nachricht，　die　Notker
die　Saule　ohne　jegliches　Fundament　oder　　der　Stammler　in　seinem　Martyrologium
einen　sonstigen　Unterbau　in　eine　dafUr　in　　（Anfang　des　11．　Jahrhunderts）zum　St．
den　gewachsenen　Boden　gegrabene　Grube　　Georgsfest　anmerkt：Papst　Formosus　habe
gestellt　worden　ist：“Die　GrubenfUllung　　Erzbischof　Heito　〔896〕　fUr　sein　neues
zeigt　weder　optisch　noch　chemisch　An－　　Kloster　in　Alemanien　das　Haupt　des　griech－
zeichen，　dal3　vor　dem　Einbringen　der　　ischen　Erzmartyrers　St．　Georg　von　Kappa－
Saulengrube　dort　eine　Steinarchitektur　ge－　　　dozien　geschenkt：
standen　habe，　da　dann　die　GrubenfUllung　　　．．．」りatriarcha　noster　Hathoルfogo’7．tiace〃sis
sehr　wahrscheinlich　M6rtelreste－oder　　　ep　iscoplイs　hoc　a〃〃o．．．caput　eius，　sedρτ
Sp・・en　d…nb・i・h・lt・t　hatt・∴Di・0・t－　ali・d・qu・dham〃membrun・醐ρ1〃rimis・1
k・ypt・・tand・1…i・h・・1i・h・i・ht　Ub・・　m・ximi・・s・〃・1・・鼎醐uiis　in　Alema“ni。m
elnem　Vorgangerbau；wenn　Uberhaupt　m6g－　　　ad〃ov↓〃n　monaste〃〃n　su〃m　a　For〃70so
Ii・h・dann　i・t・・im　w・・tli・h・n　K・ypta一　卿1・1匡・・匡m卿傭卿・〃。・〃．・・）
b・・ei・h・u…m・t・n・　　　　　　W・・d・・J・h・d・・S・h・nk・ng　ang・ht，　h・t
Geg・n　d；・Annahme　ei…Bau・・v・n　H・it・　EDUmml・・zw・if・1・fr・i　na・hg・wi・・en，　d・B
I．sprlcht　ubrlgens　schon，　daB　Hermann　der　　Abt　Heito　III．896　anlaBlich　seiner　Romreise
L・hm・mit　k・i・・m　W・・t・・n・i・・m　Bau　－・・w・ilt・al・G・f・lg、mann　A，nulfs。。n
・in・・Eig・nkl・・ters　H・it・1・・p・i・ht，　wah・end　Ka・nt・n　i・R・m－d・・Haupt　d・・k。pP。d。。i．
er　des　MUnsterbaues　Heito　L　in　seiner　Chro－　　schen　Heiligen　fUr　sein　neues　Kloster
nik　ausfUhrlich　gedenkti6，．　Weiteres　spricht　　bekommen　hat21’．　Noch　heute　bewahrt　die
・・11k・rPm・n　g・g・n・in・f・Uh・A・・etzung　St．－G…gs－Ki・ch・di・R・liq・i・in　ih，em
d・・Helt・－Bau…d・B　namli・h　i・d・n　g・・ad・　H・・h・1t・・au£Ob　di・・e・E・eigni・An1・B、u，
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Errichtung　der　Georgskirche，　wie　G．　Noth　　ohne　Apsis　gerade　abgeschlossen，　wahrend
und　W．　Erdmann　annehmen22），　oder　ob　die　　das　Mittelschiff　nach　Westen　durch　eine
Errichtung　der　Kirche　dem　Erwerb　der　　machtige，　leicht　einspringende，　halbrunde
Georgsreliquie　zeitlich　vorangegangen　war，　　Apsis　schlieBt．　Das　Mittelschiff　erhebt　sich
und　der　heilige　Georg　nach　der　Uber－　　－gleich　hoch　mit　dem　Ostchor－um　die
fUhrung　der　kostbaren　Kopfreliequie　nach　　H6he　des　Lichtgadens　Uber　die　beiden　Sei－
Oberzell　zum　Titelheiligen　der　Kirche　　tenschiffe．　Ostlich　des　Langhauses　liegt　ein
erhoben　wurde，　wie　K．　Beyerle　und　J．　Hecht　　Querhaus，　das　nicht　Uber　die　Fluchten
meinen23），　dies　ist　eine　offene　Frage，　auf　　der　Seitenschiffe　hinaustritt（Abb．13）25）．
die　hier　naher　nicht　eingegangen　werden　　Die　Querarme　sind－analog　dem　Ostchor－
kann．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　zweiseitig　platt　geschlossen．　Der　ganze　Bau
　　Aus　den　Aussagen　der　zeitg6ssischen　Quel－　　wird　durch　den　quaderf6rmigen　Vierungs－
len　ergibt　sich　jedenfalls　das　letzte　Jahrzehnt　　turm　beherrscht，　der　von　einem　steilen，
des　9．　Jahrhunderts　als　Bauzeit　der　Georgs．　　spatgotischen　Pyramidendach　abgeschlossen
basilika24）．　Wie　erwahnt，　vermerkt　Hermann　　ist．　Die　Westapsis　ist　mit　einem　steilen，
der　Lahme　zum　Regierungsantritt　des　Abtes　　vielkantigen　Zeltdach　eingedeckt．　Dem　Bau
Heito　IIL“qui　ce〃am　et　basilicatn　sancti　　ist　im　Westen　eine　doppelgeschossige　Ein－
（7eorgii　in　insula　construxit”，　wahrend　Gallus　　gangshalle　vorgelagert．
Ohem　meldet：‘“　Er　hat　ouch　kuns〃ic／len〃7it　　　Die　lange　Vorhalle（Abb．2），　die　man　im
M，blnderba〃ic／ler　a’・t　die　zel1　und　kilchen　in　der　　ll．　Jahrhundert　errichtete，　ist　schmaler　als
Richenaow　zt？　sant　」δrgen　gepttM’en！’Es　kann　　der　Apsisdurchmesser，　so　daB　nur　der　mitt－
sich　also　bei　der　Stiftskirche　des　Abtes　　　lere　Teil　der　Apsisrundung　als　OstabschluB
Heito　川．　um　eine　ansehnliche　Basilika　　der　Vorhalle　dienen　kann，　deren　Dachgiebel
handeln．　In　welchem　Verhaltnis　steht　nun　　bis　an　die　Traufe　der　Apsis　reicht．　Das　Ober－
das　Bauwerk　dieser　urkundlich　belegten　　geschoB　der　Vorhalle　war　nur　vom　heute
Stiftskirche　von　Heito　III．　zu　der　heutigen　　abgerissenen　Konvent，　der　auf　der　Nord．
Pfarrkirche　St．　Georg　in　Reichenau－Ober－　　seite　lag，　zu　betreten．　Durch　die　Vorhalle26）
zell？Bevor　der　komplexe　Problembereich　in　　gelangt　man　zum　eigentlichen　Haupteingang，
architekturgeschichtlicher　Sicht　ausgewertet　　der　sich　auf　der　Mittelachse　der　westlichen
werden　kann，　soll　eine　kurze　Beschreibung　　Apsis　befindet（Abb．9）．　Das　Langhaus（Abb．
der　heutigen　Georgskirche　erfolgen．　　　　　　5）besteht　aus　einem　im　Lichten　18．8　m　lan－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gen　und　8．5　m　breiten　Mittelschifr；die　bei－
IL　　Baubeschreibung　　　　　　　　　　　　　　　　　　den　Seitenschiffe（Abb．6und　7）sind　ebenso
　　Der　AuBenbau　der　Kirche　St．　Georg　in　　lang　wie　das　Mittelschiff，　haben　jedoch　ver．
Oberzell（Abb．1－4）24）ist　eine　schmucklose　　schiedene　Breiten．　Das　n6rdliche　Seitenschiff
dreischifHge　Basilika．　Das　Altarhaus　ist　　ist　4．2　m，　das　sUdliche　jedoch　4．5　m．　Beide
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Seitenschiffe，　die　also　etwa　halb　so　breit　als　　Kirchenschiff．　Das　der　Krypta　wegen　stark
das　Mittelschifr　sind，　haben　im　osten　vor　der　　uberh6htes　Querhaus　ist　zellenartig　unter－
Flucht　des　Langhausabschlusses　unregel－　　teilt：Die　heute　von　der　Vierung　abgetrennten
maBig　hufeisenf6rmige　Apsiden　nachtraglich　　Nebenraume　beherbergen　im　SUden　Sakristei
eingebaut27）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　und　Orgel，　und　im　Norden　Abstellraum　und
　　Im　Mittelschifr（Abb．13　und　l4）nimmt　　Chorempore（Abb．13）．　Die　Vierung，　die
eine，　aus　neun　stufen　bestehende，5．2　m　　sich　einst　in　regelrechte　Querarme　6ffnete，　ist
breite　Treppe　das　6stliche　Drittel　dieses　　vor　allem　zu　den　Querf1Ugeln　hin　stark
Raumes　ein．　Die　Treppe　fUhrt　zu　derum　1．6m　　　abgeschnUrt：Ihre　Seiten　sind　um　rund　L5　m
Uberh6hten，　nach　Westen　2．9　m　erweiter－　　geringer　als　die　Mittelschiffsbreite　von
ten　vierungsebene　empor．　Neben　der　TrepPe　　8．5　m31）．　Das　Querhaus　ist　als　Folge　eines
zur　Vierung　gelangt　man　auf　beiden　Seiten　　die　Kirche　beschadigten　Erdbebens　stark
Uber　zwei　Stufen（L6　m　breit）in　einen　vor　　verandert　worden．　Die　Ost－und　Westwand
der　vierung　liegenden　Quergang（Abb．12）．　　der　vierung　6frhen　sich　in　Halbkreisbogen
Dieser　ist　Uber　einen　langen　Stollen　mit　einer　　gegen　den　Chor－bzw．　das　Langhaus：Die
Hallenkrypta　unter　dem　Altarhaus　verbun－　　beiden　Vierungsbogen　sind　trotz　der　nach
den．　In　der　Mitte　der　beiden　Gangwinke1　　0sten　abnehmenden　Breite　der　Raumkom－
nach　dem　Mittelstollen，　als　Umgangkrypta　　partimente－Mittelschi凪Vierung　und　Al－
zu　bezeichnenns），　ist　nach　Westen　hin　eine　　tarhaus－in　H6he　und　Breite　gleich．　Die
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　zugesetzte，　rechteckige　Ofrnung　von　70×40　　gleich　gebildeten，　seitlichen　vermauert　er－
cm　zu　erkennen29）．　Heute　stUtzt　sich　das　　haltenen　Vierungs6frnungen，　sind　demgegen－
Hochschif「auf　je　vier　aus　der　Mauer　ge－　　Uber　um　rund　I53　m　schmaler．　Von　der
schnitene　Rundbogenarkaden，　die　nach　　Vierung　fUhren　drei　Stufen　zu　dem　aber－
Westen　und　nach　Osten　antenartig　ver－　　mals　erh6hten　quadratischen　Chor　empor，
spannt　sind・Die　westlichen　Anten　messen　in　　Dieser　miBt　6　m　im　Quadrat　und　ist　gerade
der　Lange　l．6（158）m，　die　6stlichen　dagegen　　geschlossen．
5．24　（5．33）m．　Zwischen　diesen　Anten　　　　Das　Langhaus　ist　mit　einer　kassettierten
befinden　sich　drei　ve輌ngte，　in　der　Mitte　ge－　　Holzdecke　abgeschlossen，　die　Vierung　mit
schwellte　Stiulen，　die　aufdie　WUrfelkapitellen　　einem　Kreuzgew61be，　und　der　Chor　mit　einer
Archivolten　tragen30）．　Wandgesimse　fehlen　in　　Holzdecke（Abb．8－10）．　Das　Mittelschifr
allen　Raumen・　　　　　　　　　　　　　　　　　wird　durch　je　fUnf　Fenster　im　Lichtgaden，
　　Die　Choranlage　besteht　aus　der　Vierung　　die　Seitenschiffe　durchje　fUnf　Fenster　erhellt．
（Abb・lo），　den　QuerHugeln，　dem　chor－　　In　der　westapsis　be行nden　sich　zwei　zwi1－
rechteck（Abb．8）und　der　Krypta．　Der　　lingsfenster　aus　dem　H．　Jahrhundert　und
Vierungsboden　liegt　l．67　m　und　der　FuB－　　zwei　heute　geschlossene　Barockfenster．　Die
boden　des　Altarhauses　2．4　m　Uber　dem　　　von　der　Vierung　abgetrennten　Nebenr加me
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erhalten　im　Norden　und　im　Westen　durch　je　　gotische　Kreuzgew61be　in　der　Vierung　als
zwei　Fenster　Licht；an　der　Ostwand　des　　spatere　Zutaten　a　priori　aus，　ebenso　im
sudlichen　Querflugels　ist　heute　auBerdem　ein　　Aul3eren　die　wohl　spatgotische　Gestalt　des
Fenster（Abb．3und　4）．　In　der　zugemauerten，　　Ostturmes　und　die　plumpen　Strebepfeiler　an
sehr　steilen　Nord－und　SUdwand　der　Vierung　　den　beiden　Seitenschiffwanden．　Der　Ubrig－
befindet　sich　oben　je　ein　kleines　Rundfenster　　bleibende　Rest　stellt　aber　an　sich　auch　wieder
aus　der　spateren　Zeit．　Der　Chor　wird　heute　　das　Ergebnis　verschiedener　Bauperioden　dar，
durch　je　ein　groBes　Fenster　an　der　Nord－　　Uber　deren　Reihenfolge　unter　den　Forschern
und　SUdwand　und　durch　ein　kleines　Fenster　　groBe　Meinungsverschiedenheit　herrschte．
oben　an　der　Nordwand　belichtet．　　　　　　　　　Bevor　O．　Gruber　l925　und　J．　Hecht　l928
　　Unterhalb　des　Ostchores　befindet　sich　die　　　ihre　grUndliche　Bauanalyse　ver6ffentlicht
Krypta（Abb．11und　12）．　Diese　ist　ein　niedri－　　hattensu），　standen　in　der　Hauptsache　zwei
ger　quadratischer　Raum，　dessen　Durchdrin－　　Hypothesen　gegenUber．　F．　Adler　hat　als
gungsgew61be　von　vier　basislosen　S加1en　mit　　erster　Forscher　zu　Ende　der　50er　Jahre　des
schmucklosen　flachen　Kapitellen　getragen　　vorigen　Jahrhunderts　den　Bau　an　Ort　und
wird31　bis｝．　Uber　dem　Durchgang　zum　Stollen　　Stelle　genau　untersucht　und　ist　zu　dem
ist　eine　zugemauerte　Ofrnung32’）．　Die　Krypta　　Ergebnis　gekommen，　daB　sich　die　Osthalfte
wird　durch　drei　Fenster　belichtet，　je　eines　an　　（gerade　abschlieBender　Chor　mit　Krypta，
der　Nord－，　Ost－und　SUdseite．　Ein　schmaler　　Vierung　und　halbrund　abschlieBende　Kreuz－
tonnengew61bter　Stollen　fUhrt　von　der　　　flUgel）als　der　alteste　Teil　der　Bauanlage　zu
Krypta皿ter　der　Vierung　hindurch　zu　dem　　　erkennen　gibt：der　Ostteil，　der　ursprUnglich
Quergang，　der　unter　der　vierungsebene　　mit　einem　einschiffigen　Langhaus　verbunden
entlanglauft．　　　　　　　　　　　　　　　　　　war，　rUhre　von　der　GrUndung　von　889　her，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　wahrend　das　dreischiMge　Langhaus　erst　in
HL　Der　spatkarolingische　GrUndungsbau　　　spaterer，　aber　nicht　allzuentfernter　Zeit－
　　Weil　Baunachrichten，　die　Uber　die　ehema－　　unter　dem　baulustigen　Abt　Witigowo（985－
lige　Gestalt　der　St．－Georgs－Kirche　befragt　　997）－hinzugebaut　worden　sei；um　lO50　sei
werden　k6nnten，　fast　vollstsandig　fehlen，　　der　Kirche　an　der　Westseite　eine　Vorhalle
sind　wir　fUr　die　ehemalige　Anlage　einzig　auf　　zugebaut　worden．35）
die　Bauuntersuchung　angewiesen．　Bei　der　　　J．　Zemp　vertritt　eine　andere　Hypothese：
Untersuchung　der　Georgskirche　auf　Ihre　　er　halt　demgegenUber　das　6stlich　in　drei
ursprUngliche　Anlage　scheiden　die，　wohl　in　　hufeisenf6rmigen，　gerade　hintermauerten
der　Barockziet　eingebrochenen，　groBen　Fen－　　　Apsiden　geschlossene　Langhaus，　das　unter
ster　im　Ostbau　und　in　der　Westapsis33），　die　　Abt　Heito　IIL，　wenn　nicht　schon　unter
modernen　Holzdecken　sowohl　des　Lang－　　Heito　L　erbaut　worden　sei，　fUr　den　Kern　der
hauses　als　auch　des　Ostchores，　ferner　das　　Anlage，　wahrend　er　den　Ostteil　mit　Vierung
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und　Altarraum，　den　halbkreisf6rmigen　　aber　das　unter　dem　Laufsteg　befindliche
Kreuz廿Ugeln，　Krypta　und　Vierungsturm，und　　StUck　der　Mittelschiffswand　zeigt　heute　noch
die　Erh6hung　der　Gesamtbasilika　dem　lO．　　weiBen　Putz（Abb．24）．0．　Gruber　und　J．
Jahrhunderts（unter　Witigowo）zuschreibt36）．　Hecht　schlieBen　daraus，　daB　die　Seiten－
Der　Ansicht　Zemps　sind　Fr．　Ostendorf　und　　schiffapsiden　spater　in　das　6stliche　Ende
O．Gruber　im　Wesentlichen　gefolgt37）．　Von　　der　Abseite　hineingemauert　worden　seien4’）．
ihr　weicht　letzterer　aber　nur　insofern　ab，　als　　　　Die　beiden　widersprechenden　Hypothesen
er　die　Apsiden　der　Nebenschiffe　fUr　spater　　von　F．　Adler　und　J．　Zemp，　die　eine　Erkla－
eingebaut　halt　und　den　von　J．　Zemp　und　　　rung　der　ursprUnglichen　Oberzeller　Anlage
J．Sauer38）angenommenen　Ostabschlul3　der　　versuchen，　sind　von　der　eingehenderen
Kirche　mit　drei　halbkreisf6rmigen，　nebenein－　　Bauuntersuchung　J．　Hechts（1928）endgultig
ander　stehenden　Apsiden　ablehnt39）．　　　　　　　abgewiesen　worden42）．　J．　Hecht　fUhrt　aus：
　　O．Gruber　untermauert　seine　Ansicht　zu－　　‘‘Es　gibt　in　der　Tat　ein　Oberzeller　Problem，
recht　damit，　daB　an　Bruchstellen－dort，　wo　　und　dieses　liegt　einzig　in　der　Bedeutung
Langhaus，　Turm　und　Ansatz　der　sudlichen　　der　Querschiffexedren　der　seitenschiffap－
Bogenwand　zusammenstoBen－festgestellt　　sidiolen．”Es　handelt　sich　um　die　bogen－
werden　kann，　daB　die　Mittelschiffwand　v611ig　　f6rmigen，　an　den　westlichen‘‘Vierungspfei－
ausgebaut　gewesen　ist：er　hat　darauf　hinge－　　lern”’ansetzenden　MauerstUcke　in　den　beiden
wiesen，　daB　ein　farbiger　Maanderfries（a－b　im　　Armen　des　Querschiffes，　die　F．　Adler　und　o．
Grundrib　Abb．16；Abb．17　und　l8）40）auf　　Gruber　fUr　die　Halften　der　ursprUnglich
weiBem　Putz，　der　unter　dem　heutigen，　　halbkreisf6rmigen　Exedren　hielten，　wahrend
h61zernen　Laufsteg　liegt　und　nur　vom　　J．　Sauer　schon　l924　die　Meinung　geauBert
Gew61berUcken　der　sUdlichen　Seitenschiff－　　hat，　daB　die　in　Rede　stehenden　MauerstUcke
apside　sichtbar　wird，　Uber　der　W61bung　　erst　in　spaterer　Zeit，　unter　teilweisem
der　Seitenapsis　weiterlauft．　Dieser　farbige　　Abbruch　der　oberen　Teile　der　Querschiff－
Maander　stellt　die　Fortsetzung　eines　oberen　　wande　hinzufUgt　oder　auch　nur　versucht
Wandabschlusses　unter　der　ehemaligen　　worden　ist413、．　J．　Hecht　beginnt　seine　Analyse
Seitenschiffdecke　dar．　Auch　die　gegenUber－　　in　den　Kellergeschossen．　An　der　heute　als
liegende　sUdliche　Aul3enwand　des　Seiten－　　Vorratskeller　verwendeten　SUdkammer（Abb．
schiffres　enthalt　originale　Putzsubstanz（Abb．　　　12），　die　durch　eine　aus　Bogendurchgang
21）aber　nicht　bis　dort，　wo　der　Exedrabogen　　bestehende　Querwand4’1’・，　geteilt　ist，　mundet
die　Vormauer　tangiert，　sondern，　nach　O．　　in　der　auBeren　Ecke　des　westlichen　Raumes
Gruber　und　J．　Hecht，　nur　bis　auf　eine　　ein　bogenf6rmiges　WandstUck　ein，　das
Strecke，　die　etwa　dem　Maanderstreifen　　scharf　in　die　von　der　Vierung　abzweigende
　　　　　　　　　■　　entspricht．　Uber　dem　n6rdlichen　Seitenschifr　　RUckwand　mUndet．　Die　SUdwand　im　vor－
ist　zwar　der　Fries　nicht　mehr　zu　sehen，　　deren　Raum（Abb．23）hat　eine　Lichtschlitz，
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in　dem　noch　der　alte　Eichenholzrahmen　mit　　Hechts　festzustellen．
einer　schmalen　rundbogigen　Ofrnung　sitzt：　　　J．　Hecht　analysiert　weiter：‘‘lm　SUd－wle
Kein　Anzeichen　deutet　darauf　hin，　daB　der　　im　NordflUgel　bemerken　wir　im　Verband　mit
sUd6stliche　Mauerwinkel，　wo　der　Putz　ab－　　der　Vierungswand　an　deren　Westecke　bis
9・・ch1・g・n　i・t，j・m・1・b・g・nf6・mig・bg・・et・t　zum　h・utig・n　D・・h・und…au・h　Ub・・d・m
w。，．　lm・ob・・g・・ch・B　d・・Que・a・m・・p・i・gt　D・・h・i・・n　50・m・・rst・h・nd・n　Maue・ab－
d。、b・g・nf6・mig・MauerstU・k・w・・bi・an　b・uch，　im　M・t・・i・l　wi・d・・H・・h・chiff・”
die　Ecke　der　Vierungswand　vor二es　kann　　Der　Mauerrest，　der　auch　im　ErdgeschoB　bis
aber，　wenn　man　die　Lage　seines　Scheitels　　zur　Fuge　in　der　RUckenwand　verfolgt　werden
beachtet，　niemals　zum　Halbkreis　einer　den　　kann，　ist　wahrscheinlich　der　Rest　der
Raum　Ub，，，pann・nd・n　Exed・a・・ganzt　wer－　zerst6・t・n　Ab・chl・Bmau・・d・・Ab・eite46’・
den：Es　kann　niemals　Teil　einer　Koncha　　Dabei　nimmt　J．　Hecht　an，　daB　die　AbschluB－
。d，，　E。，d，a　g，w・・en・ei・．　　　　wa・d・ursp・U・gli・h　g・g・n　di・Q・e・hau・flUg・l
」．Hecht　g・ht　zu・U・tersu・hung　d・・D・・h－　9・6ff・・t　w・・en，　d・B　di・S・h・it・1　d・・Ve「－
9，・ch・sse・d・・Ab・eit・n　Ub・・und・ch・eibt　bi・dung・b・g・n　al…tw・i・d・・H6h・de「
（・gl．　Abb．15　und　19）・－1・d・n　b・id・n　A・・atze・d・・h・utig・n　G・w61b・1・g・n・1・d・・
Dachraumen　der　Seitenschiffe　fUhrt　in　der　　6stlichen　AuBenwand　hat　J．　Hecht　im　sUdli－
H6he　des　Dachbodens　ein　Steg　an　der　　chen　Dachraum　dicht　unter　dem　heutigen
Vi，・ung・wand　hi・．　Ub・・d・m・Udli・h・n　D・・h・i・w・it・・e・ve・mau・・t・・Rundb・9・n－
Q。。，刊ug・1　fi・d・n　wi・v・n　di・・em　Lauf・t・g　fe・・t・・g・fund・n・dessen　F・n・t・・bank　unte「
au、　g，・ehen，・・b・n　d・・W61bung　d・・Ap－　d・m　B・ett・・b・d・n　li・gt・A・・d・・E・i・t・P・
sidiole　den　hier　70　cm　starken　bogenf6rmigen　　dieses　Fensters，　das　heute　wieder　ge6ffnet　lst
Maue，t，il　wi，d，，，　d，，　v。n　d・・Vi・・ung・wand　（Abb．22），　f・lg・・t　J・Hecht・in…eit・・d・B
au・g・ht，　zuna・h・t・tw・70　cm　g・・ad・la・ft・i・E・・d・ab・g・n　g・g・n　O・tr・hin　niemCls
und　dann　nach　der　auBeren　Ecke　der　　　existiert　haben　kann，　anderselts，　daB　es　elne
Q。，，wand・5・abbi・gt．　Er　st6Bt・b・・ni・ht　z・it　g・b，　w・d・・Flug・l　bi・ub・・d・・h・utig・
direkt　an　die　AuBenmauer，．．．sondern　an　　Dach　offen　gestanden　haben　muB．
，i。　di，、e，　v。，g，・et・t・・MauerstU・k，　d・・i・　J．　Hecht　h・t　d・m・1・f・・tg・・t・11・t・d・6
gl・i・h・・H6h・wi・der　s・g・nannt・Ex－　di・vi・・ungsseit・d・・Que・・「mes　v°n　zwel
，d，enb。g，n　bi・an　di・Que・mau・・　・ei・hビ　・enk・echt・n　Mauersch・i！t・n　i・d・ei　F・ld；・
D，，B。g，nf6・mig・Mau・・t・ili・t・1・・ni・ht　g・t・ilti・t（Abb・25）・“Ub・・d・mN・・dflU－
etwa　ummantelt，　sondern　in　einen　Mauer－　　gel　zeigen　die　beiden加Beren　Felder　wel－
wi。k，1，i。gez・gen．　Heut・i・t・ll・・di・g・d・・　B・n　P・tz　und・inen・q…lauf・nd・n　f・Uh「・ma’
Zwi、k，1，．d．e　im　G，ung・iB（Abb．16）mit　・i・ch・n　Bl・ttf・i・・（Abb・27）47　・｝：Di・FIUg・l
Z，m，nt　g，fUllt（Abb．20　und　21），・・d・B・・　w・・en　al・・9・g・n　di・Vi・・ung　9・6ff・r｝in
。i。ht　m，hr　m691i。h，　di・・e　B・・bachtung・n　J．　・i・・m　3・5　m　b・eit・n　D・・chb・uch・d・・ube「
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dem　Fries　wohl　in　einem　Rundbogen　　der　Folge　behandelt　werden．
abschloB，　wie　es　noch　heute　die　Vierung　vom　　　　　　　　　　　　　　　（Fortsetzung　fblgt）
Kircheninneren　aus　zeigt．”Heute　sind　die
senkrechten　Mauerschnitte　der　ehemaligen
Querhausarme　wegen　des　Baues　von　der
Chorempore　bzw．　Orgelempore　nicht　leicht
zu　sehen（Abb．26）；auch　das　Palmettenorna－
ment，　das　den　ehemaligen　oberen　Ab－
schluBfries　darstellte，　ist　heute　schwer　zu－
ganglich．
　　Aus　alldem　schlieBt　J．　Hecht：Die　bogen－
f6rmigen　Mauerstucke　und　die　innere　Quer－
wand　des　SUdarmes　sind　spatere　Einbauten，
die　ausschlieBlich　struktiven　Charakter　ha－
ben：Sie　sollten　besonders　den　Vierungsturm
sichern，　wozu　auch　noch　die　Zugange　von
der　vierung　nach　den　Querarmen　geschlossen
wurden．　Zur　Entlastung　der　Fundamente
muBte　wohl　auch　auf　die　ursprUngliche
H6he　der　Querhausflugel　verzichtet　werden．
Wie　schon　F．Adler，0．Gruber　und　J．
Hecht　aufmerksam　gemacht　haben48），　sind
an　beiden　Turmseiten　nach　Nord　und　SUd
deutlich　die　Reste　der　abgebrochenen　Kreuz一
且Ugel　zu　sehen（Abb．　l　und　3）：vor　allem
die　Ansatze　ihrer　Querwande，　daneben　aber
auch　die　Ansatze　fUr　die　flache　Decke　des
FIUgels‘9）．　Wie　die　sogenannten　Exedren－
halften　und　die　innere　Querwand　des
SUdf1Ugels　sind　auch　die　beiden　Seitenschif「f－
apsiden，　wie　erwtihnt，　als　spatere　Einbauten
struktiven　Charakters　anzunehmen，　die
ebenfalls　eingezogen　wurden，　um　die　Kreuz一
頒gel　zu　stUtzen．　Weitere　Fragen　Uber　den
spatkarolingischen　GrUndungsbau　der　ehe－
maligen　Stiftskirche　St．　Georg　sollen　in
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＊Die　vorliegende　Studie　ist　der　fUnfte　Teil　von　　　　　Klosters　Reichenau　im　IX．　und　X．　Jahrhundert
　　　Studien　zu　den　Wandmalereien　der　St．　Georgs－　　　　und　der　neu　entdeckte　karolingische　Gemalde一
蔓i，ch，　v。n　Ob，，zellaufd，，　R，i、h，nau・．　FU，　d，n　　、ykl・・i・G・ldb・・h　b・i　Ub・・li・g・n，　F・eib・・g　i．
　　ersten　bis　vierten　Teilsiehe　Anmerkung　aufS．43．　　　　　Br．1906，　S．6．
1）P．A．　Ussermann，　Germ．　Sacr．　Prodr．1，　Typ．　S．　　5）F．　J．　Mone，　Quellensammlung　der　badischen
B1・・．1790，　S．168；M・n・m・nt・G・・mani・・His－　　Land・・g・・chi・ht・・K9・1・T・h・1848・1・S・308；K・
　　torica　Sc巾torum，　Tom．　V，　Hannover　l884，　S．　　　　A．　Barack，　Gallus　Ohelms　Chronlk　von　Re1－
　　110．Vgl．　auch　F．　X．　Kraus，　Die　Wandgemalde　　　　chenau，　Stuttgart　l　866（Public．　des　Stuttg．　lit．
　　in　der　St．Georgskirche　zu　Oberzell　auf　der　Rei－　　　　　Vereins，　LXXXIV），　S．35，68；K．　Brandi，　Die
　　、h，nau，　F，eib。，g　i．　B・．1884，　S．2／A・m．1；U．　　Ch・・nik　d・・G・ll・・Oh・m，　H・id・lb・・g　1893
　　Engelmann，　Die　Reichenau：Urkunden　und　　　　　（Quellen　und　Forschungen　zur　Geschichte　der
　　Bilder　aus　Kunst　und　Leben，　MUnchen　l955，　S，　　　　Abtei　Reichenau，　Bd．ll），　S．35，59；Fr．　Adler，　op．
　　43（Text　21）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cit．，1869，　Sp．535；U．　Engelmann，　op．cit．，1955，
2）J．F．　B6hmer　und　E．　MUhlbacher，　Regesta　im－　　　　S．43（Text　22）rFerner　vg1．　auch　Abbatum
　　P，，ii，1、752－918，　lnn・b・u・k　l889，　N・．1766；　　A・gi・n・i・m　C・tal・9…H・it・・bb・・　・t　・・ehi－
　　FUrstenbergisches　Urkundenbuch，　hrsg．　v．　fUrstl．　　　　　episcopus　Moguntinus　annis　26．1s’e〃1　funda　vit
　　Archiv　zu　Donaueschingen，　Bd．V，　TUbingen，26．　　　　ecclesia〃1∫．　Georgii　i〃superiori　ce〃a（Monu－
3）K．B，andi，　Di・R・i・h・na…U・kund・nfa1・chun－　　m・nta　G・mani・・Hi・t・・i・a　S・・ipt・・um・T・m・II・
　　9，n，　H・id・lb・・g　1890（Q・・ll・n　und　F・rschung・n　　Hann・v・・1829・S・38；F・J・M・n…P・・it・・1848・
　　zur　Geschichte　der　Abtei　Reichenau，　Bd．1），　S．12　　　　　S．309）；Egon，　de　viris　illustribus　Augiae　XVIII．
　　（N，．39），S．36，・S．52．　　　　　　　　（b・i　Pez　B・・nh・・th・・au・・anecd・t・…iss・t・1・
4）P．A．　Manser　und　K．　Beyerle，　Aus　dem　liturgi－　　　　1721）．
　　schen　Leben　der　Reichenau，　in：Die　Kultur　der　　　6）0．　F．　H．　Sch6nhuth，　Chronlk　des　ehemallgen
　　Abtei　Reichenau，　Bd．1，　MUnchen　l925，　S．384；　　　　Klosters　Reichenau，　Konstanz　1835，　S．48；K．　A．
　　K．B，y，，1，，　V・n　d・・G・U・dung・bi・zum　E・d・d・・　　B・・a・k，・P・・it・・1866・S・53；K・B・andi・・P・・lt・・
　　freiherrlichen　Klosters（724－1527），　ebenda，　S．　　　　　1893，　S．50．　VgL　auch　F．　X．　Kraus，　op．　clt．，
　　132，　Ziff．2．－D・・ch　di・Annal・n・・n　F・ld・　　1884・S・2／A・m・1；J・Hecht：Der　r・manische
　　（Annali。m　F。ld・n・i・m）i・t　Ub・ig・n・d・・B・・u・h　　Ki・ch・nbau　d・・B・d・n・eeg・bi・t…B・・el　l928・
　　Arnulfs　auf　der　Reichenau　im　Jahre　890　Uber－　　　　S．132；U．　Engelmann，　Reichenauer　Buch－
　　li。f，，t．　Vg1．　hi・・zu　M・num・nt・G・・mani・・　　m・1・・ei・1・iti・1・n　au・ei・・哩L・kti°na「q．　es
　　Hi、t。，i、a　S、，ipt。，um，　T・m．1，　Hann・ve・1826，　　f・Uh・n　lO・J・h・hund・・t・・F・elb・・g－Basel－Wlen
　　S．407．In　diesem　Zusammenhang　sei　noch　　　　　1972，　S．14．
　　ang，m，，kt，　d・B　F・．　Adl・・（Di・Kl・・ter－und　7）P・A・Man・e・und　K・B・y・・1…P・・it・・1925・
　　Stiftskirchen　auf　der　Insel　Reichenau，　in：Zeit－　　　　　S．385．
　　、ch，ift　fU，　Bauw，、en，　Jg．　XIX．　B・・li・1869，　Sp．　8）F・X・K・au・（・P・・dt・・1884・　S・　？．／A・m・1）nalt
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　　G，。，g、ki・ch・hatt・・ei・k6nn・n．　VgL　au・h　J・　　f・Uh・・e　Z・it　Ub・・t・ag・n　ha仁　　．．
　　　N，uwi，th，．Di，　Bauthatigk・it・d・・al・manni・ch・n　9）K・KO・・tl…P・・it・・1906・S・7；K・M・・tln・Dle
　　　Kl6、t，，　St．G、ll，n，　R，i、h・nau　und　P・tershau・en，　　・tt・ni・ch・n　Wandbild・・d・・St・G…g・ki・ch・
　　　i。、Si、zung、b，・i・h・・d・・phil・・．－hi・・．　Classe　d・・　　R・i・h・nau－Ob・・zell・5i卿・1”．9・n　l975・S・14・
　　　Akademie　der　Wissenschaften，　Bd．106，　Heft　l，　　10）C．　B．　A．　Fickler，　Die　klrchlichen　Bauten　auf
　　　Wi，n　1884，　S．56；K．　KU・・tl・，　Di・K・n・t　d・・　　R・i・h・nau（V・・6ffe・tli・hung　d・・badischen
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　　　　Alterthums－Vereins　fOr　l　856　und　l　857），（S．3）．　　　　Oberzel1，in：Die　Abtei　Reichenau．Neue　Beitrage
11）F．X．　Kraus，　op．　cit．，1884，　S．2／Anm．1．　VgL　　　　　zur　Geschichte　und　Kultur　des　Inselklosters，
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　　　Bauzeitung，58．　Jg．，　Nr．70，　Berlin，30．　Aug．　　　　MUnchen　1971，S．282，　wo　die　nicht　zu　belegende
　　　　1924，S．450．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Vermutung，　daB　die　Krypta　in　den　Umfas－
13）A．Knoepfli，　Kunstgeschichte　des　Bodensee－　　　　s皿gsmauern　auf　Heito　1．　zurUckgehe，　abgelehnt
　　　raumes，　Bd．1，Konstanz　l961，S．200f．　Vgl．auch　　　　　wird．
　　　B．Lehmann，　Der　frUhe　deutsche　Kirchenbau，　　16）Darauf　hat　A．　Aichinger，　Die　Wunderdarstel－
　　　die　Entwickung　seiner　Raumordnung　bis　1080，　　　　1ungen　im　Langhause　der　Kirche　St．　Georg　zu
　　　Berlin　l938，　S．37；L．　SchUrenberg，　Die　Reiche－　　　　Oberzell　auf　der　Reichenau，　Diss．　Wien　1927
　　　nau：Oberzell－Mittelzell・・Niederzell，　MUnchen－　　　　（Maschinenschrift），　S．47，　hingewiesen．　Aller－
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　　　S．10；A．Schahl，　Kunstbrevier　fUr　das　Bodensee－　　　　　Kirche　von　Heito　I．　gegrUndet　und　von　Heito
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14）J．Hecht，　op．　cit．，1928，　S．141．　Aber　auch　E．　　17）J．　Hecht（op．　cit．，1928，　S．132）vermutet，　Ohem
　　　Lehmann，　op．　cit．，1938，　S．13．　J．　Hecht（op．　cit．，　　　　habe　den　Namen　des　Magisters　Buntwil　falsch
　　　S．145）findet　eine　Erklarung　fUr　den　Verzicht　　　　　gelesen　und　verdorben　wiedergegeben．　Vgl．　auch
　　　auf　die　Ostapsis　in　der　Absicht，　die　auf　den　alten　　　　　in　dieser　Hinsicht　J．　Neuwirth，　op．　cit．，1884，　S．
　　　Heitokirchlein　basierende　Hallenkrypta　in　den　　　　57．　K．　Beyerle（P．　A．　Manser　und　K．　Beyerle，
　　　Gesamtbau　einzubeziehen．　VgL　ferner　A．　　　　op．　cit．，1925，　S．385）hingegen　sagt，　daB
　　　Knoepfli，　op．　cit．，1961，　S．200f．，　wo　angenom－　　　　　zumindest　eine　starke　Verbalthornung　des
　　　men　wird，　die　Umfassungsmauern　der　Krypta　　　　　Namens　vorliegen　muB：Er　ist　als　mannlicher
　　　seien　dem　frUhen　9．　Jahrhundert　zuzurechnen，　　　　　Eigenname　des　9．　Jahrhunderts　unm6glich．
　　　die　S加1en　und　Gew61be　habe　man　Ende　des　　l8）P．　A．　Manser　und　K．　Beyerle，　op．　cit．，1925，　S．
　　　gleichen　Jahrhunderts　eingebracht　und　den　　　　384f．　FUr　K．　Beyerle　ist　die　Unklarheit　Uber　die
　　　Raum　zur　bestehenden　Krypta　umgestaltet．　　　　Person　des　Magisters　Grund　genug，　die　Notiz
　　　－Hingegen　behauptet　K．　KUnstle（op．cit．，1906，　　　　0berhaupt　abzulehnen．
　　　S．7），Heito　III．　sei　tatsachlich　der　GrUnder　der　　19）P．　A．　Manser　und　K．　Beyerle，　op．　cit．，1925，　S．
　　　Georgskirche　auch　im　doppelten　Sinne　des　　　　348ff．　Siehe　ferner　J．　Hecht，　op．　cit．，1928，
　　　Wortes，　und　der　Chronist　k6nne　ihn　so　nennen，　　　　S．135f．　Es　ist　nach　K．　Beyerle（S．385）eine
　　　auch　wenn　jener　die　alte　Heito－Zelle，　die　nicht　　　　　weitere　StUtze　fUr　die　Nachricht　Hermanns，　daB
　　　dem　hL　Georg　geweiht　war，　schon　vorfand　um　　　　auch　der　Weihetag　in　dem　vor　887　abgeschlos－
　　　so　eher　als　bei　den　Umbauten　in　den　Jahren　um　　　　senen　Martyrologium　fehlt．
　　　888－890altere　Ostpartie　so　vollstandig　in　das　　20）Notkeri　Balbuli　S．　Galli　Mon．，　Martyrologium
　　　Ganze　einbezogen　habe，　daB　sie　auBerlich　als　　　　（Migne，　Patrologia　Cursus，　Series　Latina　131．
　　　frUhere　Bestandteile　nicht　mehr　zu　erkennen　　　　Sp．1070）Vgl．　auch　P．　A．　Manser　und　K．
　　　waren．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Beyerle，　op．　cit．，1925，　S．385；J．　Hecht，　op．　cit．，
15）W．Erdmann，　Neue　Befunde　zur　Baugeschichte　　　　S．136．－Notker　nennt　die　Stiftung　Heitos
　　　und　Wandmalerei　in　St．　Georg　zu　Reichenau－　　　　“novum　monasterium　suum”，　das　er　der　Kirche
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　　　angegliedert　hat．－Das　Haupt　des　hL　Georg　　　26）Nahere　Beschreibung　der　Vorhalle　folgt　spater．
　　　wurde　742　von　Papst　Zacharias　nach　Rom　　　　　Zur　Definition　des　Portales　als　ursprUnglich
　　　gebracht　und　751　in　die　durch　Papst　Leo　ILdem　　　　siehe：W．　Erdmann，　op．　cit．，1974，　S．583　fr．
　　　hl．　Georg　erbaute　Kirche　Ubertragen．　Hiezu　vgL　　　27）Hiezu　siehe　S．58．
　　　P．A．　Manser　und　K．　Beyerle，　op．　cit．，1925，　　28）Nach　G．　Noth（op．　cit．，1967，　S．35）lassen　sich
　　　S．385；J．Hecht，op．cit．，1928，　S．140．－Nach　der　　　　　nicht　nur　fUr　die　Verbindung　von　Umgangs－und
　　　Oberlieferung　der　Reliquie　bildete　sich　auf　der　　　　　Hallenkrypta，　sondern　auch　fOr　den　Einbau　einer
　　　Reichenau　rasch　die　Verehrung　des　hL　Georg　　　　　Krypta　unter　dem　Ostteil　einer　Kreuzkirche　mit
　　　aus：St．　Georg　zu　Ehren　entstand　damals　das　alt－　　　　　der　Vierung　keine　Vergleichsbeispiele　in　dem
　　　hochdeutsche　Lied．　Hiezu　vgl．　Th．　Langin，　　　　　spヨten　9．　Jahrhundert　finden．
　　　Altalemanische　Sprachquellen　aus　der　Reiche－　　29）Von　der　Offnung，　die　J．　Hecht（op．　cit．，1928，　S．
　　　nau，　in：Die　Kultur　der　Abtei　Reichenau，　Bd．　Il，　　　　141）fUr　das　Sepulcrum－bestimmt　fUr　einen
　　　MOnchen　1925，　S．692ff．　　　　　　　　　　　　　　Altar，　der　Uber　ihm　in　der　Vierung　stand－halt，
21）E．DUmmler，　Geschichte　des　ostfrankischen　　　　wird　spater　die　Rede　sein，
　　　Reiches，　in　JahrbUchern　d．　d．　Gesch．，2Bande，　　30）Nach　der　Messung　von　J．　Hecht（op．　cit．，1928，
　　　Berlin　1862－1865，　II、　S．420．　　　　　　　　　　　　　S．146）weist　die　mittlere　Saule　der　SUdseite　nicht
22）G．Noth，　FrUhformen　der　Vierung　im　6stlichen　　　　　die　sogenannte　Entasis　auf．
　　　Frankenreich，　Phil．　Diss．，　G6ttingen　l967（Ma－　　3D　Zur‘LabgeschnUrteバVierung　von　Oberze11，　die
　　　schinenschrift），　S．35；W．　Erdmann，　op．　cit．，　　　eine　Vorrorm　der“ausgeschiedeneゴVierung
　　　l974，　S．590；W．　Erdmann，　Die　Reichenau　im　　　　darstellt，　vgL：H．　Beenken，　Die　ausgeschiedene
　　　Bodensee：Geschichte　und　Kunst，　K6nigstein　im　　　　　Vierung：Kritische　Bemerkungen　zu　einigen　Re－
　　　Taunus　1979（5．　Auflage），　S．6und　25．　　　　　　　　　konstruktionen　karolingischer　Kirchenbauten，
23）P．A．　Manser　und　K．　Beyerle，　op．　cit．，1925，　S．　　　　in：Repertorium　fUr　Kunstwissenschaft，　Bd．51，
　　　385，J．　Hecht（op．　cit．．1928，　S．140）ist　der　　　　l930，　S．219；G．　Noth，　op．　cit．，1967，　S．29f「．
　　　Meinung，　daB　Heito　III．　die　Stiftskirche　gegen　　31　bis）Zu　den　Abarbeitungen　der　Kryptensaule
　　　900begonnen　und　zur　Zeit　des　Baubeginns　fOr　　　siehe：W．　Erdmann，　op．　cit．，1974，　S．580．
　　　ihn　also　kein　Grund　vorgelegen　habe，　irgend　　　32）J．　Hecht（op．　cit．，1928，　S．144）sieht　diese
　　　eine　Georgskirche　im　Plan　zu　berUcksichtigen．　　　　Offnung　als　die　Reliquienkammer　an，　die　in
24）Die　Abbildungen　l－3，5－7，9und　l　l　wurden　　　　　Beziehung　zu　dem　Hochaltar　stand．
　　　1977bei　der　unter　Leitung　von　Prof．　Seiro　　　33）Von　den　ursprUnglichen　Fenstern　im　Chor　wie
　　　Mayekawa　an　Ort　und　Stelle　durchgefUhrten　　　　in　den　Seitenschiffen，　und　von　der　Rekonstruk－
　　　Untersuchung　durch　die　Universitat　Tokio　von　　　　　tion　der　Fenster　im　Hochschiff　wird　spater　die
　　　dem　Photographen　Akio　Suzuki，　und　die　　　　　Rede　sein．
　　　Abbildungen　4，8，10，17，20，21－24　und　26　im　　　34）0．　Gruber，　Die　Kirchenbauten　der　Reichenau，
　　　　Mai　1980　von　dem　Verfasser　dieses　Artikels　auf－　　　　in：Kultur　der　Abtei　Reichenau，　Bd．　II，　MUn－
　　　genommen．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　chen　l　925，　S．863ff．；J．　Hecht，　op．　cit．，1928，　S．
25）Die　Zeichnungen（Abb．12－14　und　l　6）fertigte　　　　　132ff．
　　　　unter　Mitwirking　von　K．　Maki，　K，　Fujiwara，　　35）F．　Adler，　op．　cit．，1869，　Sp．549fr．　F．　Adler　ha－
　　　　und　S．　Kanoya　Prof．　Masaru　Mayeno　von　der　　　　ben　sich　im　Grunde　die　meisten　nachfolgenden
　　　　Staatlichen　Universitat　fOr　bildende　KUnste　und　　　　　Forscher　angeschlossen，　teils　verweist　man　den
　　　　Musik　in　Tokio，　der　1977　bei　der　genannten　　　　Bau　des　Ostteils　in　die　Zeit　Heitos　I（806－823）：
　　　　Kampagne　die　St．－Georgs－Kirche　photogram－　　　　　K．　KOnstle，　op．　cit．，1906，　S．6；K．　Gr6ber，
　　　　metrisch　aufgenommen　hat．　　　　　　　　　　　　　　Reichenauer　Kunst，（Heimatblatter“Vom　Bo一
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　　　　densee　zum　MaiゴNr．2），　Karlsruhe　1924，　S．48；　　　　QuerhausfiUgel　gesetzt　sind．
　　　　A．Aichinger，　op．　cit．，1927，　S．48f．，　teils　in　die　　　47）FUr　diesen　Palmettenfries　vgL　F　X　Kraus，　op．
　　　　Zeit　Heitos　III．（888－913）：F．　X．　Kraus，　op。　cit．，　　　　cit．，1884，　S．3mit　Abb．；J．　Hecht，　op．　cit．，1928，
　　　　1887，S．364ff．；Mettler，　in：WUrttemb．　Viertel－　　　　S．138，　Taf．82a／b，　Taf．80b；J．　und　K．　Hecht，　op．
　　　jahresh．　f，　Landesgesch・1916．　S・58；H・Christ，　　　　cit．，1979，　S．73f．，　Abb．125．
　　　　Romanische　Kirchen　in　Schwaben　und　Neckar－　　48）F．　Adler，　op．　cit．，1869，　Sp．551；0．　Gruber，　oP．
　　　　Franken，1，　Stuttgart　l　925，　S・183・　　　　　　　　　　　　cit．，1925，　S．867；J．　Hecht，　oP．　cit．，1928，　S．148．
36）J．Zemp　und　R・Durrer，　Das　Kloster　St・Johann　　　49）Der　6stliche　Ansatz　steht　jeweils　genau　Uber　der
　　　　zu　MUnster　in　GraubUnden・Genf　1906・S・23・　　　　AuBenwand，　der　Westliche　ist　Fortsetzung　des
37）Fr・Ostendorf，　Die　deutsche　Baukunst　im　　　　oben　bei　der　Exedren－Frage　erwahnten　Mauer－
　　　　Mittelalter，　Berlin　1922，　S．80；0．　Gruber，　op・　　　　abbruches．
　　　　cit．，1925，　S．866ff．
38）J．Zemp　und　R．　Durrer，　op．　cit．，1906，　S．22／
　　　　Anm．7；J．　Sauer，　Die　Instandsetzung　der　alten
　　　　Malereien　in　St．　Georg　auf　Reichenau－Oberzell，
　　　　in：Denkmalpflege　und　Heimatschutz，　Jg．26，
　　　Berlin　1924，　S．25．
39）0．Gruber（op．　cit、，1925，　S．866）nimmt　eine
　　　rechtwinklige　Ummantelung　der　an　das　Turm－
　　　quadrat　angelehnten　Halbrunde　an．
40）0．Gruber，　op．　cit．，1925，　Abb．19a；J．　Hecht，
　　　op．　cit．，1928，　Taf．78b，　Taf．81a；K．　Hecht，　Der
　　　sog．　perspektivische　Maander，　Diss．　TH　Stutt－
　　　gart　l945，　S．11　und　Abb．31；J．　und　K．　Hecht，
　　　Die　frUhmittelalterliche　Wandmalerei　des　Bo－
　　　denseegebietes，　Sigmaringen　1979，　Bd．1，　S．74
　　　und　Bd．2，　Abb．126．
41）Wie　J．　Hecht（op．　cit．，1928，　S．139）hjnweist，
　　　steht　die　sUdliche　Apside　in　ihrer　Abseitennische
　　　23cm　weiter　nach　vorne　als　die　n6rdliche，　so　daB
　　　ihre　RUckwand　um　ebensoviel　starker　als　die　der
　　　Nordwandapside　ist．
42）J．Hecht，　op．　cit．，1928，　S．137－140．
43）J．Sauer，　oP．　cit．，1924，　S．25f．
44）Diese　Backsteinmauer　ist，　wie　J．　Hecht（op．　cit．，
　　　1928，S．138／Anm．1）meint，　erst　bei　der　Anlage
　　　des　Kellers　als　Ersatz　fUr　eine　ursprUngliche
　　　Kieselmauer　eingezogen　worden．
45）Diese　Querwand　besteht　nach　J．　Hecht（op．　cit．，
　　　1928，S．138／Anm．1）aus　Kieselschichten．
46）J．Hecht（op．　cit．，1928，　S．137－139）konnte
　　　feststellen，　daB　die　Bogenwande　gegen　die
　　　Abbruchkante　der　ehemaligen　Westwande　der
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1　　　　　　　　　　／。’　　　　1Reichenau－Oberzell，　St．　Georg．
k　　　　　　　　　堀　　Kunsthistorisches　Seminar　der
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Universitat　Tokio）
2
2Reichenau－Oberzell，　St．　Georg．
　Ansicht　von　SUdwesten：Zustand
　　1977（Photo：Kunsthistorisches
　Seminar　der　Universitat　Tokio）
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　、　　　　　　　　　　　　　　　　　der　Universitat　Tokio）
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ll　Reichenau－Oberzell，　St．　Georg．
　　Krypta，　Blick　nach　Osten：Zu－
　　stand　l977（Photo：Kunsthisto－
　　risches　Seminar　der　Universitat
　　Tokio）
12Reichenau－Oberzell，　St．　Georg．
　　GrundriB　der　Krypta：　Bau－
　　aufnahme　1977（Zeichnung　M．
　　Maeno）
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15Reichenau－Oberzell，　St．　Georg．　RiB　des　Dachge－　　16　Reichenau－Oberzel1，　St．　Georg．　RiB　des　Dachge－
　　schosses　vom　Ostbau：Zustand　vor　l　928（Nach　J．　　　schosses　vom　Ostbau：Zustand　1980
　　Hecht，　Der　romanische　Kirchenbau　des　Boden－
　　seegebietes，1928，　Taf．78b）
17Reichenau－Oberzell，　St．　Georg．　Hochschiffwand
　　im　Dachraum　des　sUdlichen　Seitenschiffes：Zu－
　　stand　l980
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20
18　Reichenau－Oberzel1，　St．　Georg．
　　　Deckenfries　　im　　sUdlichen
　　　Seitenschifr（Nach　J．　und　K．
　　　Hecht，　Die　frUhmittelalterliche
　　　Wandmalerei　des　Bodenseege－
　　　bietes，1979，　Abb．126）
19Reichenau・・Oberzell，　St．　Georg．
　　Teil　des　sog．　Exedrenbogens　im
　　Dachraum　des　sudlichen　Quer－
　　flOgels：Zustand　vor　1928（Nach
　　J．Hecht，　Der　romanische　Kirch－
　　enbau　　des　　Bodenseegebietes，
　　1928，Taf．81b）
20Reichenau－Oberzell，　S〔．　Georg．
　　Dachraum　des　sudlichen　Quer－
　　flUgels：Zustand　l980
21
21Reichenau－Oberzell，　St．　Georg．
　　Dachraum　des　s面dlichen　Seiten・－
　　schiffes：Zustand　1980
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23
．　　22Reichenau－Oberzell，　St．　Georg．　Dachraum　des
　　　　　　stldlichen　Querfl　ci　gels　mit　Ostfenster：Zustand
べ　　　　1980
23Reichenau－Oberzell，　St．　Georg．　SUdkammer
　　（ErdgeschoB　des　sudlichen　QuerflUgels）：Zustand
　　1980
24Reichenau－Oberzell，　St．　Georg．　Hochschiffwand
　　im　Dachraum　des　n6rdlichen　Seitenschiffes：Zu－
　　stand　l980
22
　　　　　　　　　　　　　　　七　1　　　　」ぷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋t，t　　　「獺　　’災＼、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雲濠　　　　　　　　　　　　　　　翻聾灘翻購灘
　　　　　　　　　　＿灘麗灘灘華箏鞘　　懲羅罐豊灘
　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　せカエ
　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　灘、　　　　　　　　　　　　　丁’　「　膨がニ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドボ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x　　　　／c　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．遊ピ　　・　　・
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26
糠縫「・・バ難：議…、、
璽
25Reichenau－OberzeIl，　St．　Georg．　Dachraum　des
　　n6rdlichen　Querflugels：Zustand　vor　l　928（Nach
　　J．Hecht，　Der　romanische　Kirchenbau　des
　　Bodenseegebietes，1928，　Taf．82a）
25　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26Reichenau．Oberzell，　St．　Georg．　Chorempore：Zu－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　stand　1980
27Reichenau－Oberzel1，　St．　Georg．　Deckenfries　im
　　n6rdlichen　Querflugel（Photo：Landesdenkmalamt
　　Baden－WUrttemberg，　AuBenstelle　Freiburg　i．　Br．）
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事業記録　昭和53年度
特別展記録
＊ボストン美術館展
　一名作が語る人間像一
1978年4月25日～6月11日
主催：国立西洋美術館・京都国立博物館・ボストン
美術館・日本テレビ放送網・日本テレビ文化事業
団・読売新聞社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　出品内容：絵画（水彩，素描を含む）35点，版画17
　点，彫刻25点，陶磁器3点，タピスリー1点，計81
　点
　（1978年6月24日～8月13日，会場：京都国立博物
　館）
　1876年に開設されたボストン美術館は，メトロポリ
タン美術館と並んでアメリカを代表する美術館であり，
その百年余の歴史を通じて収集された所蔵品は，一国
　　　　灘機撫展　諜：麟㍍：警男舞㍑㌫
灘灘騨鑛難醗譲馨i二㌶：d，ニニ；漂竺㌶㌻1：
騰輯　遷灘㌶㌶：1悪㍍露㌫額㌫
　　　　　　　　　　　V　　　　　　．．蓼　　一般市民に至るあらゆる階層の人間像を多角的に浮彫
　　　　灘㌘　　”き濁　　　　　　　　　　　りにした。
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巡回展記録
＊ヨーロッパの風景画展　　　　　　　　　　　　＊松方コレクションを中心とした
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立西洋美術館名品展
　1978年9月14日～10月26日
　主催：国立西洋美術館　　　　　　　　　　　　　　　　　1978年11月10日～12月10日
　出品内容：絵画76点，水彩・素描16点，版画1点，　　　　i漉：国立西洋美術館・熊本県・熊本県立美術館・
　計93点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊本日日新聞社
　（1978年ll月3日～1979年1月15日，会場：山梨県　　　会場：熊本県立美術館
　立美術館）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出品内容：絵画41点，水彩・素描9点，版画10点，
　風景画は，肖像画，静物画，風俗画と共にルネッサ　　　　彫刻20点，計80点
ンス以後になって本格的に発展してきた比較的新しい
ジャンルで，初めは主に宗教画の背景として描かれた　　　1978年12月20日～1979年1月31日
が，ドイツやネーデルランドなど，北ヨーロッパでは　　　主催：国立西洋美術館・大分県・大分県教育委員
風景表現が特に重視され，後のヨーロッパ風景画芸術　　　会・大分県立芸術会館・大分県芸術文化振興会議’
の展開に大きな役割を果した。171H：紀のオランダにお　　　大分合同新聞社
いて，ロイスダール，ホィエン等風景画を専門にする　　　会場：大分県立芸術会館
画家達が登場し，風景画がジャンルとして完全に独立　　　　（出品内容は熊本会場に同じ）
した。オランダの風景画が身近なIH：界を写実的に描い　　　　．　　　　　　　　　　　懸＝繍蹴
1
の世紀」といっても過言ではなく，ロマン主義から写
実主義，印象主義を経て世紀末に至るまで非常に数多
くの風景画が描かれた。本展は，ヨーロッパ，アメリ
ヵ，日本の約20の公私のコレクシ・ンから出品された
90点余りの作品により，ルネッサンスから20世紀初頭
に至るまでの過去5世紀にわたるヨーロッパ風景画芸　　　　二；
術の多様な発展の跡をたどった。
難
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所蔵作品の修復記録
　昭和53年4月より昭和54年3月まで一
1　ピエール＝オーギュスト・ルノワール　　　　　　　4　エミール・ボワイエ
《アルジェリア風のパリの女たち》1872年　　　　　　　《画家フジタの肖像》　1920年代
油彩　カンヴァス　156×128・8cm　　　　　　　　　　　　　　　油彩　カンヴァス　167．5×905　cm
P・1959－182　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P・1959－27
作品状態：カンヴァスの劣化に伴い，絵具層の数箇所　　作品状態：カンヴァスの劣化および画面全面に絵具層
に亀裂が生じていた。また古い補彩部分に微細な亀裂　　の亀裂および剥落が見られた。
と剥落が観察された。　　　　　　　　　　　　　　　　修復処置：密蠣およびダンマール樹脂等の混合接着材
修復処置：密蠣およびダンマール樹脂等の混合接着材　　　を用いて，新しい麻布による全面裏打。画面の洗浄。
を用いて，新しい麻布による全面裏打。テレピン精油，　　欠損箇所の補彩。保護膜の塗布。
ミネラル・スピリットを用い画面洗浄，古い補彩の除
去・デトランプによる欠損箇所の補彩・スプレー・タ　　（以上の修復はすべて黒江光彦氏による。）
イブのセミ・マット・タブロー・ニスを用いて保護膜
塗布。
2　マリー＝オーギュスト・メナール
《秋の森》
油彩　カンヴァス　85．5×123cm
P・1959－141
作品状態：全面にわたり古いニスの黄変が見られた。
修復処置：テレピン精油，ミネラル・スピリットを用
い画面洗浄。欠損箇所の充墳および補彩。保護膜塗布。
3　キース・ヴァン・ドンゲン
《カジノのホール》　1920年頃
油彩　カンヴァス　73×54．3cm
P・1959－192
作品状態：絵具層の小さな剥離が数箇所見られた。
修復処置：密蠣およびダンマール樹脂等の混合接着材
および膠を用いて剥離箇所固定。若干の補彩。保護膜
の塗布。
78
昭和53年度主要記事
昭和53年
4月2日　無料観覧日実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の死」，クリストファーノ・ロベッタ作版
4月3日　山田智三郎氏からゲラシモフ作版画「街」　　　　　　　画「マギの礼拝」及びマルク・シャガール
　　　　　の寄贈を受けた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　作版画挿絵入り本「シェークスピア作“テ
4月24日　ポストン美術館展（日本テレビ放送網共催）　　　　　　　ンペスド」の寄贈を受けた。
　　　　　開会式挙行　　　　　　　　　　　　　　　　12月13日　美術作品購入選考委員会並びに同価格審査
5月16日　ポストン美術館展御観覧のため，常陸宮妃　　　　　　　　員会開催　2点の購i入決定
　　　　　殿下御来館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベーテル・パウル・ルーベンス作油彩「ソ
6月11日　ポストン美術館展終了　　　　　　　　　　　　　　　　ドムを去るロトとその家族」
7月2日　無料観覧日実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポール・セザンヌ作油彩「ジャ・ド・ブッ
7月3日　梅原龍三郎氏からパブロ・ピカソ作油彩　　　　　　　ファンの眺め」
　　　　　「横たわる女」及びオーギュスト・ルノワ　　12月20日　松方コレクションを中心とした国立西洋美
　　　　　一ル作油彩「パラ色の女」，彫刻「勝利の　　　　　　　　術館名品展（大分）開会式挙行（会場，大
　　　　　ヴィーナス」の寄贈を受けた。　　　　　　　　　　　　　分県立芸術会館）
8月6日　無料観覧日実施
8月22日　美術作品購入選考委員会並びに同価格審査　　昭和54年
　　　　　員会開催　1点の購入決定　　　　　　　　　1月15日　「ヨーロッパの風景画」展（山梨）終了
　　　　　パルトロメオ・モンターニャ作油彩「城の　　　1月16日　館長に内山正が任命された。
　　　　　見える風景」　　　　　　　　　　　　　　　1月30日　美術作晶購入選考委員会並びに同価格審査
9月3日　無料観覧日実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　員会開催　3点の購入決定
9月13日　「ヨーロッパの風景画」展開会式挙行　　　　　　　　　　ロヒール・ファン・デル・ウェイデン作油
10月25日　文化庁からペーテル・パウル・ルーベンス　　　　　　　彩「ある男の肖像」
　　　　　作油彩「豊穣」の管理換を受けた。　　　　　　　　　　　ロドルフ・ブレダン作版画「急流」
10月26日　「ヨーロッパの風景画」展終了　　　　　　　　　　　　　ジョルジュ・ルオー作版画「連作“ミゼレ
11月2日　「ヨーロッパの風景画」展（山梨）開会式挙　　　　　　　　一レー一中の一点」
　　　　　行（会場，山梨県立美術館）　　　　　　　　　1月31日　松方コレクションを中心とした国立西洋美
11月8日　国立西洋美術館新館建設調査委員会開催　　　　　　　　　術館名品展（大分）終了
11月10日　松方コレクションを中心とした国立西洋美　　　3月15日　国立西洋美術館評議員会開催
　　　　　術館名品展（熊本）開会式挙行（会場，熊
　　　　　本県立美術館）
12月10日　松方コレクシ。ンを中心とした国立西洋美
　　　　　術館名品展（熊本）終了
12月12日　国立西洋美術館協力会からレンブラント・
　　　　　ハルメンス・ファン・ライン作版画「聖母
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資料　1．昭和53年度歳入実績額
　　　　　　　項　　　　　　目　　　　　　金額（単位　円）
　　　　　1．建物及物件貸付料　　　　　　　　222，840
　　　　　2．版権及特許権等収入　　　　　　　543，000
　　　‘　3．入場料等収入　　　　　　　　74，904，　420
　　　　　4．不用物品売払代　　　　　　　　　123，010
　　　，　　計　　175，793・27°
2・昭和53年度歳出予算額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
‘一一項一目　金額（靴千円）1前鞭上ヒ輔△瀬（靴千円）1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　1・人件費　　　　147，582　　　　　　11，　651
　2．庶務部運営　　　1　　　17，738　　　　　　　　　　　△200
　3．事業部運営　　　　　　　172，981　　　　　　　　　　13，924　　　　　　：
　（美術作品購i入）　　　　（155，100）
4．特別展　　　　57，335
5．施設整備　　　　　　9，572
　　　言卜　　　　　　　　　　　　　　405，208
　官庁営繕費　　　　　　　633，377
（14，100）
　　　0
　2，334
27，709
467，493
3・昭和53年度観覧者一覧表　　　　次ページ
I　　　　　　l　　　　　ヨ　1　　‘
　　　　　　　11絵画194　4231　　　　　　　　　　　　　　　　1　素描　80　118　版画124　61421　周多　　　　　　亥ll　　　　　　　63　　　　　　 　10　　　　　11
　工　　　　芸　　　　　0　　　　　1　　　1
4・所蔵作品一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和54年3月末現在）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt　　　　　　　　　　　　　　　　　　種類　区分暇鱈唇クシン1購入寄貝曽 管理換　小計1寄託　合計
　　「
6　　　　273
1
0
0
0
その他の資料　1　　　10　　　　　87　　　1　　　0
100
127
84
26　　　　299
6
0
3
2　　　　1
98　　　　　0
106
127
87
　3
98
言t　　　　　　　　　　　　　371　　　　　　　　　212　　　　　　94　　　　　　7　　　‘　　　684　　　　　　36　　　　　　720
　－　　　　　　　　　　　一‘　　－　1　　　　－　　　L　　　　　　　　　l　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　80
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職員名簿
昭和54年3月31日現在
国立西洋美術館評議員会評議員　　　　‘国立西洋美術館職員　　　　　　1用度係長文部事務官　田島　庄平
　（五十音順）
東京国立近代美術館長
安達健二
東京家政学院大学長
有光　次郎
ブリヂストンタイヤ株式会社会長
石橋幹一郎
東京都副知事
磯村　光男
元東京国立博物館長
稲田　清助
日本芸術院会員
作家
井上　　靖
評論家
今泉　篤男
京都国立近代美術館長
河北倫明
東京国立博物館長
斎藤　　正
日本芸術院長
高橋誠一郎
評論家
谷川　徹三
株式会社丸善相談役
司　　　忠
実務技能検定協会会長
寺中　作雄
評論家
富永　惣一
公正取引委員会委員長
橋口　　収
神奈川県立近代美術館長
土方　定一
株式会社前川国男建築設計事務所
代表取締役
前川　国男
国際文化会館理事長
松本重治
日本学士院会員
東京大学名誉教授
脇村義太郎　　　　　　　　　　　　　‘
　館長　　　　　　内山　　正
　次長　　　　　　橋本　　真
　庶務課
　課長文部事務官　　新山　忠弘
　課長補佐　　〃　　　　山本　昌志
　庶務係長　〃　　　原口　和明
　福祉主任　〃　　　舟橋さち子
　　　　　　　〃　　　三瓶　　泉
　　　　　事務補佐員　　武中　英子
：　　　　　〃　　　畑　理恵子
　守衛長文部事務官　　樋口　泰一
　　　　　　　〃　　　井上武運児
　　　　　　　〃　　　山王堂正行
　　　　　　　〃　　　戸矢　庄一
　　　　　　　〃　　　石井　茂夫
　　　　　　　〃　　　羽山　正公
　　　　　　　〃　　　長島　武夫
　　　　　　　〃　　　平山　節子
　経理係長　〃　　　白石　治美
　　　　　　　〃　　　内藤　満枝
　　　　　　　〃　　　玉木　　茂
　　　　　　　〃　　　有森　健晴
施設主任　　〃　　太田原　武
　　　　　　　〃　　古山　則夫
　　　　　　　〃　　佐藤　剛史
　　　　　文部技官　　白倉　由夫
　　　　　　　〃　　　大竹　乙弘
　　　　　　　〃　　小宮　勝男
　　　　　　　〃　　　小谷松誠司
学芸課
課長　文部技官　　富山　秀男
講墾藷戻報係長．　千足　伸行
研究員　　　　〃　雪山　行二
蒲灘§示係長．八重樫春樹
研究員　　　　〃　長谷川三郎
讃鵠膣曇料係長　　　越　　宏一
研究員　　　　〃　生田　　圓
　　　　文部事務官　田近　祥子
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